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古
代
日
本
に
お
け
る
墨
書
押
印
貢
進
物

中

村

太

一

は
じ
め
に

表
題
の
「
墨
書
押
印
貢
進
物
」
は
、
各
地
か
ら
律
令
国
家
中
央
に
納
め
ら
れ
た
、
貢
進
主
体
な
ど
を
墨
書
し
て
国
印
を
押
し
た
絹
・
ዝ�
・
布

と
、
同
じ
く
包
紙
に
墨
書
・
押
印
し
た
糸
・
綿
を
指
し
た
筆
者
の
造
語
で
あ
る
。
現
在
で
も
、
墨
書
・
押
印
さ
れ
た
ዝ�
・
布
が
正
倉
院
と
法
隆

寺
に
、
ま
た
綿
の
包
紙
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
紙
箋
が
正
倉
院
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
筆
者
が
定
義
す
る
「
墨
書
押
印
貢
進
物
」
は
、

従
来
「
調
庸
物
墨
書
銘
」
等
と
称
さ
れ
て
き
た
資
料
群
に
ほ
ぼ
等
し
い
。
こ
れ
を
「
墨
書
押
印
貢
進
物
」
と
言
い
換
え
る
の
は
、
墨
書
銘
の
み

を
取
り
出
し
て
考
察
す
る
の
で
は
な
く
、
墨
書
・
押
印
さ
れ
た
貢
進
物
と
い
う
視
点
で
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

近
年
、
木
簡
な
ど
出
土
文
字
資
料
の
検
討
が
進
む
中
で
、
そ
の
文
章
だ
け
を
考
察
対
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
墨
書
さ
れ
た
物
の
形
態
・
法
量
・

材
質
、
さ
ら
に
墨
書
の
書
蹟
な
ど
も
併
せ
て
検
討
す
る
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
現
実
に
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
視
点
か
ら
用
語
に
つ
い
て

も
、
例
え
ば
、「
土
器
墨
書
」
で
は
な
く
、「
墨
書
土
器
」
と
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
筆
者
の
い
う
「
墨
書
押
印
貢
進
物
」
と
、「
調
庸
物

墨
書
銘
」
と
さ
れ
る
資
料
群
は
、
ご
く
わ
ず
か
な
違
い
で
は
あ
る
が
完
全
に
は
重
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
「
墨
書
押
印
貢
進
物
」
と

呼
称
し
、
実
物
・
墨
書
・
国
印
を
総
体
的
に
捉
え
る
と
い
う
視
角
か
ら
、
特
に
そ
の
機
能
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。
な
お
、『
唐
六
典
』
巻
三
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戸
部
郎
中
員
外
郎
条
や
『
旧
唐
書
』
巻
四
十
三
職
官
志
に
「
其
調
、（
中
略
）、
皆
書
印
焉
」
と
あ
る
の
で
、
以
下
、「
墨
書
押
印
貢
進
物
」
を
「
書

印
貢
進
物
」
と
略
称
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

書
印
貢
進
物
の
存
在
は
既
に
江
戸
時
代
中
期
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
貢
進
物
に
付
さ
れ
た
墨
書
の
機
能
を
捉
え
よ
う
と
す
る
研
究

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
古
代
の
税
制
や
、
家
族
・
地
域
を
分
析
す
る
史
料

と
し
て
、
あ
る
い
は
繊
維
製
品
の
研
究
資
料
と
し
て
主
に
用
い
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
が
一
転
し
、
そ
の
機
能
面
に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
都
城
跡
等
で
木
簡
の
出
土
が
相
継
ぎ
、
荷
札
木
簡
と
の
比
較
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。

ま
ず
一
九
七
六
年
に
東
野
治
之
氏
が
、
従
来
知
ら
れ
て
い
た
も
の
の
他
に
も
調
綿
紙
箋
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
『
旧
唐
書
』

や
『
七
大
寺
巡
礼
私
記
』
の
記
事
か
ら
墨
書
銘
を
復
原
す
る
な
ど
、
基
礎
的
な
デ
ー
タ
の
掘
り
起
こ
し
を
行
っ
た
。
こ
の
論
考
で
東
野
氏
は
、

調
綿
紙
箋
の
中
に
省
略
さ
れ
た
書
式
の
も
の
が
あ
り
、同
一
人
名
義
の
複
数
の
紙
箋
が
作
成
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
、
西
海
道
の
事
例
か
ら
、

綿
の
場
合
は
戸
な
い
し
戸
口
単
位
で
作
成
さ
れ
た
紙
箋
と
、
郡
ご
と
に
百
屯
単
位
で
ま
と
め
ら
れ
た
特
殊
な
荷
札
木
簡
が
併
用
さ
れ
て
い
た
こ

と
な
ど
を
指
摘
し
て
、
調
綿
紙
箋
の
機
能
が
一
般
的
な
荷
札
木
簡
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

以
後
、
書
印
貢
進
物
は
荷
札
木
簡
と
共
に
、
あ
る
い
は
そ
の
比
較
対
象
資
料
と
し
て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
貢
進

物
史
料
（
資
料
）
の
作
成
段
階
や
機
能
に
関
し
て
、
最
初
に
論
を
展
開
し
た
の
が
今
泉
隆
雄
氏
で
あ
る
。
今
泉
氏
は
、
荷
札
木
簡
・「
実
物
墨
書
」・

「
包
装
材
墨
書
」
は
、
賦
役
令
調
皆
随
近
条
を
法
的
根
拠
と
し
た
貢
進
主
体
の
明
示
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
違
い
は
品
目
に
よ
る
使
い

分
け
、
す
な
わ
ち
方
法
の
相
異
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
主
に
書
式
と
書
風
を
手
が
か
り
に
、
貢
進
物
史
料
の
作
成
段
階
や
徴
税
機
構

の
問
題
を
取
り
上
げ
、
荷
札
や
墨
書
銘
は
主
と
し
て
郡
段
階
で
作
成
さ
れ
た
こ
と
、
貢
進
物
は
国
段
階
と
中
央
政
府
で
勘
検
を
受
け
た
が
、
中

央
で
は
国
郡
名
以
外
の
記
載
は
あ
ま
り
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
論
じ
た
。

こ
の
今
泉
説
に
対
し
て
東
野
氏
は
、
布
類
の
墨
書
は
国
段
階
で
染
色
さ
れ
た
後
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、
国
衙
様
書
風
が
見
ら
れ
な
い
木

（
１
）

（
２
）

（
３
）
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簡
が
国
段
階
で
作
成
さ
れ
て
い
な
い
と
は
い
え
な
い
と
い
っ
た
点
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
①
貢
進
物
史
料
は
中
央
で
の
勘
検
に
用
い
ら
れ
、

収
税
文
書
を
作
成
す
る
資
料
と
な
っ
た
、
②
調
庸
ዝ�
布
類
の
墨
書
銘
は
国
段
階
で
書
か
れ
た
、
③
荷
札
に
は
、
国
段
階
で
書
か
れ
た
も
の
、
郡

段
階
で
書
か
れ
た
も
の
、
そ
れ
以
下
で
書
か
れ
た
も
の
の
三
種
類
が
想
定
で
き
る
な
ど
の
結
論
を
導
き
出
し
た
。
ま
た
、
荷
札
木
簡
が
同
一
物

品
に
対
し
て
複
数
枚
作
成
さ
れ
、
事
務
処
理
の
過
程
で
抜
き
取
ら
れ
て
い
く
と
い
う
重
要
な
指
摘
も
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
貢
進
物
史
料
の
機
能
は
貢
進
物
の
勘
検
と
の
関
係
で
説
か
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
れ
と
全
く
異
な
る
見
解
を
示
し
た
の

が
今
津
勝
紀
氏
で
あ
る
。
今
津
氏
は
、
延
喜
民
部
式
な
ど
に
よ
る
と
、
中
央
で
の
検
収
は
「
色
数
」
の
総
量
確
認
の
み
で
貢
進
者
名
ま
で
は
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
な
い
。
逆
に
、
調
皆
随
近
条
で
は
「
色
数
」
の
記
載
を
規
定
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
荷
札
木
簡
や
布
類
の
墨
書
銘
に
つ

い
て
は
、
検
収
と
は
別
の
機
能
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
の
う
え
で
今
津
氏
は
、
調
庸
帳
が
天
皇
の
「
擬
御
覧
」
の
た
め
に
中

務
省
へ
送
付
さ
れ
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
れ
を
天
皇
に
よ
る
貢
納
の
視
覚
的
確
認
と
把
握
す
る
。
そ
し
て
、
令
制
以
前
の
貢
納
儀
礼
は
朝
庭
に

貢
納
物
が
並
べ
ら
れ
た
こ
と
、「
任
那
之
調
」
で
は
国
と
所
出
調
を
明
記
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
荷
札
木
簡
な
ど
の
記
載
は
天
皇
に
貢
進
者

を
示
す
た
め
の
「
題
記
物
」
と
す
る
。

こ
の
今
津
説
に
対
し
て
は
、
天
皇
に
奏
上
さ
れ
御
覧
に
擬
さ
れ
る
の
は
調
庸
帳
に
限
ら
な
い
こ
と
や
、
令
制
下
で
天
皇
が
荷
札
木
簡
な
ど
を

見
る
儀
式
を
具
体
的
に
想
定
で
き
な
い
と
い
っ
た
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
貢
進
物
史
料
の
機
能
が
、
中
央
政
府
に
よ
る
貢
進
物
の

勘
検
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
と
い
う
指
摘
は
重
要
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
書
印
貢
進
物
と
荷
札
木
簡
を
一
括
し
て
取
り
扱
う
こ
と
に
対
し
て
、
特
に
書
式
の
法
的
根
拠
の
面
か
ら
批
判
し
た
の
が
明
石
一
紀
氏

で
あ
る
。
明
石
氏
は
、
荷
札
木
簡
の
書
式
は
、
公
式
令
の
辞
式
や
過
所
式
に
見
え
る
「
庶
人
称
二

本
属
一

」
と
い
う
個
人
の
上
申
文
書
の
様
式
が

本
来
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
調
皆
随
近
条
が
法
的
根
拠
と
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
調
皆
随
近
条
に
見
え
る
書
式
は
、
絹
・

ዝ�
・
布
・
糸
・
綿
と
い
っ
た
調
正
物
が
複
数
の
課
丁
に
よ
っ
て
合
成
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
戸
主
姓
名
」
と
い
う
様
式
が
別
に
定
め
ら
れ
た
も
の

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）
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で
あ
る
と
し
た
。
荷
札
木
簡
の
書
式
に
つ
い
て
は
、
最
近
で
は
館
野
和
己
氏
も
、
調
皆
随
近
条
が
法
的
根
拠
に
な
っ
た
と
は
一
概
に
い
え
な
い

と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
書
印
貢
進
物
と
荷
札
木
簡
は
一
括
し
て
論
じ
ら
れ
る
傾
向
が
強
く
、
両
者
の
機
能
に
つ
い
て
も
、
国
な
い
し
中
央
で
の
勘

検
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
の
主
眼
が
荷
札
木
簡
の
側
に
あ
っ
た
が
た
め
に
、
書
印
貢
進
物
の
機
能
に
つ
い
て

必
ず
し
も
独
自
の
検
討
が
行
わ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
ま
た
、
明
石
氏
の
考
察
も
、「
戸
主
姓
名
」
と
い
う
書
式
と
合
成
貢
進
物
の
関
係
に

力
点
が
置
か
れ
た
結
果
、
国
印
を
押
す
理
由
や
、
交
易
布
な
ど
調
以
外
の
貢
進
物
に
も
調
皆
随
近
条
が
適
用
さ
れ
た
理
由
な
ど
が
置
き
去
り
に

な
っ
て
い
る
感
が
否
め
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
実
物
・
墨
書
・
国
印
を
総
合
し
て
捉
え
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
書
印
貢
進
物
の
機
能
に
つ
い
て

再
検
討
を
試
み
た
い
。
第
一
章
で
は
、
主
に
調
皆
随
近
条
の
検
討
を
通
じ
て
、
書
印
貢
進
物
と
荷
札
木
簡
の
性
格
の
違
い
を
析
出
す
る
。
ま
た

第
二
章
で
は
、
調
皆
随
近
条
に
規
定
さ
れ
な
が
ら
も
実
物
が
残
っ
て
い
な
い
と
さ
れ
る
書
印
包
紙
に
つ
い
て
、
正
倉
院
に
残
る
紙
箋
を
手
掛
か

り
に
復
原
を
試
み
る
。
そ
し
て
、
以
上
の
基
礎
的
考
察
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
第
三
章
で
書
印
貢
進
物
の
機
能
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
こ
で
は
、

書
印
貢
進
物
の
機
能
に
は
、
荷
札
木
簡
と
も
共
通
す
る
業
務
用
資
料
と
し
て
の
側
面
と
、
書
印
貢
進
物
の
独
自
の
機
能
―
貨
幣
機
能
が
あ
り
、

こ
の
う
ち
後
者
の
機
能
こ
そ
が
よ
り
本
質
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

一

賦
役
令
調
皆
随
近
条
の
検
討
―
書
印
貢
進
物
と
荷
札
木
簡
の
相
異
―

(1)

令
規
定
の
有
無

ま
ず
、
本
章
で
主
な
検
討
対
象
と
す
る
調
皆
随
近
条
を
掲
げ
る
。

（
８
）
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（
史
料
１
）『
養
老
賦
役
令
』
調
皆
随
近
条

凡
調
、
皆
随
ዝ�

近
合
成
。
絹
ዝ�
布
両
頭
、
及
糸
綿
ዝ�
、
具
注
二

国
郡
里
戸
主
姓
名
年
月
日
一

、
各
以
二

国
印
一

印
之
。

こ
の
調
皆
随
近
条
の
前
段
で
は
、
調
正
物
の
生
産
に
あ
た
っ
て
、
近
在
の
課
丁
同
士
が
合
成
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
そ
れ
に
続
い
て
後
段

で
は
、（
調
の
）
絹
・
ዝ�
・
布
は
実
物
の
両
端
に
、
糸
・
綿
の
場
合
は
そ
の
「
ዝ�
」
に
、
国
郡
里
・
戸
主
の
姓
名
・
年
月
日
を
記
入
し
、
国
印
を

押
す
こ
と
を
定
め
る
。

明
石
氏
は
、
こ
の
条
文
に
見
ら
れ
る
「
調
」
と
は
、
合
成
が
定
め
ら
れ
た
繊
維
製
品
の
み
を
指
す
、
い
わ
ば
狭
義
の
概
念
で
あ
る
と
す
る
。

ま
た
、
貢
進
者
個
々
の
姓
名
で
は
な
く
、「
戸
主
姓
名
」
を
記
入
す
る
と
い
う
書
式
も
、
合
成
物
を
対
象
と
し
た
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
し
た
。

し
た
が
っ
て
調
あ
る
い
は
繊
維
製
品
で
も
、
合
成
さ
れ
な
い
京
畿
調
布
・
庸
布
・
調
雑
物
・
調
副
物
な
ど
は
、
こ
の
規
定
の
対
象
外
で
あ
る
と

み
る
。
そ
し
て
、
和
銅
六
年
二
月
一
九
日
格
（『
令
集
解
』
賦
役
令
歳
役
条
一
説
所
引
）
を
契
機
に
、
庸
布
の
合
成
や
調
雑
物
・
庸
米
の
戸
内
調

整
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
に
も
「
戸
主
姓
名
」
と
い
う
書
式
が
拡
大
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
論
じ
た
。

し
か
し
筆
者
は
、
調
皆
随
近
条
の
後
段
を
、
合
成
物
か
否
か
と
い
う
区
別
で
は
な
く
、
調
の
繊
維
製
品
―
な
か
で
も
絹
・
ዝ�
・
布
・
糸
・
綿

を
対
象
に
し
た
規
定
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
合
成
さ
れ
な
い
京
畿
調
布
に
も
当
初
か
ら
適
用
さ
れ
た
と
考
え
る
。

そ
の
第
一
の
理
由
は
、
調
皆
随
近
条
が
、
全
体
と
し
て
調
正
物
の
調
製
方
法
を
規
定
し
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
前
段
が
、
合
成
さ

れ
る
調
正
物
に
つ
い
て
近
在
で
製
作
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
と
い
う
の
は
異
論
が
無
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
後
段
で
は
、
全
て
の
調
正
物
を
対

象
に
国
郡
里
・
戸
主
の
姓
名
・
年
月
日
と
い
っ
た
最
低
限
の
記
載
内
容
と
、
国
印
の
押
印
を
規
定
し
、
こ
れ
ら
墨
書
・
押
印
が
な
さ
れ
て
、
初

め
て
調
正
物
の
調
製
が
完
了
す
る
こ
と
を
示
し
た
と
解
釈
す
る
。

ま
た
第
二
の
理
由
は
、
調
皆
随
近
条
の
拡
大
適
用
範
囲
が
繊
維
製
品
、
そ
れ
も
絹
・
ዝ�
・
布
・
糸
・
綿
に
限
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
明

（
９
）
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(

別
筆)

石
氏
は
、「
戸
主
姓
名
」
の
書
式
が
庸
米
や
調
雑
物
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
す
る
。
な
る
ほ
ど
墨
書
の
記
載
形
式
に
つ
い
て
は
、
そ

の
よ
う
に
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
調
皆
随
近
条
の
規
定
の
う
ち
国
印
を
押
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
庸
米
や
調
雑
物
の
荷
札
木
簡
に

は
全
く
例
が
な
い
。
こ
れ
を
墨
書
さ
れ
る
物
の
材
質
に
帰
す
る
こ
と
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
正
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
史
料
２
）
正
倉
院
蔵
屏
風
下
張
布
第
一
一
号
（『
正
倉
院
寶
物
銘
文
集
成
』
調
庸
関
係
銘
文
六
号
）

常
陸
國
交
易

天
平
勝
寶
五
年

（
史
料
３
）
正
倉
院
蔵
揩
布
屏
風
袋
第
一
一
号
（『
正
倉
院
寶
物
銘
文
集
成
』
調
庸
関
係
銘
文
五
五
号
）

武
蔵
國
加
美
郡
武
川
郷
戸
主
大
伴
直
牛
麻
呂
戸
口
大
伴
直
荒
當
庸
布
一
端

天
平
勝
寶
五
年

（
史
料
４
）
正
倉
院
蔵
緋
ዝ�
帯
心
布
（『
正
倉
院
寶
物
銘
文
集
成
』
調
庸
関
係
銘
文
八
六
号
）

伊
豆
國
那
賀
郡
那
珂
郷
戸
主
生
部
直
直
安
万
呂
委
文
部
益
人
調
堅
魚
代
商
布
壹
端

「
知
志
郷
白
□
惠
我
女
布
」

主
當
国
司
史
生
従
八
位
下
佐
味
朝
臣
比
奈
麿

郡
司
少
領
外
従
八
位
上
宍
人
直
石
前

長
二
丈
六
尺

闊
二
尺

(

下
部
裁
断)



- 7 -

史
料
２
～
４
に
掲
げ
た
の
は
、
調
皆
随
近
条
が
拡
大
適
用
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
も
の
の
中
か
ら
選
ん
だ
、
税
目
別
の
代
表
例
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
国
印
を
も
条
件
に
抽
出
し
て
み
る
と
、
調
皆
随
近
条
が
拡
大
適
用
さ
れ
た
の
は
、
庸
布
や
交
易
布
、
あ
る
い
は
調
雑
物
の
代
物
と
し
て

貢
進
さ
れ
た
商
布
の
よ
う
に
、
繊
維
製
品
に
限
ら
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
か
ら
、
墨
書
・
押
印
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
対

象
は
、
繊
維
製
品
で
あ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。「
戸
主
姓
名
」
と
い
う
特
殊
な
墨
書
形
式
は
、
調
正
物
の
大
半
が
合
成
だ
っ
た

が
ゆ
え
に
採
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
墨
書
・
押
印
す
る
こ
と
自
体
は
合
成
物
に
限
ら
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
調
皆
随

近
条
が
定
め
ら
れ
た
の
は
、
記
載
形
式
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
絹
・
ዝ�
・
布
は
実
物
に
、
糸
・
綿
の
場
合
は
「
ዝ�
」
に
貢
進
主
体
と
年
月
日

を
記
入
し
た
上
で
国
印
を
押
す
、
と
い
う
書
印
形
式
全
体
に
何
ら
か
の
意
義
・
目
的
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
貢
進
物
の
な
か
で
も
絹
・
ዝ�
・
布
・
糸
・
綿
は
、
貢
進
主
体
等
の
記
入
と
国
印
の
押
印
が
賦
役
令
に
よ
っ
て
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
調
皆
随
近
条
に
規
定
さ
れ
た
対
象
は
厳
密
に
は
調
正
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
実
例
か
ら
見
て
、
調
以
外
の
絹
・

ዝ�
・
布
・
糸
・
綿
に
も
適
用
さ
れ
た
と
見
て
大
過
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
他
の
品
目
の
貢
進
文
に
関
す
る
独
立
し
た
規
定
は
、
律
令
に
存
在
し
な
い
。
荷
札
木
簡
の
場
合
は
、
調
皆
随
近
条
が

記
載
内
容
の
参
考
に
は
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
国
印
が
押
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
み
て
、
同
条
が
荷
札
木
簡
作
成
の
法
的
根
拠
に
な

っ
た
と
は
言
い
難
い
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
律
令
に
特
別
に
規
定
さ
れ
る
か
否
か
と
い
う
点
で
、
書
印
貢
進
物
と
荷
札
木
簡
と
の
間
に
相
異
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

(2)

国
印
の
有
無

書
印
貢
進
物
と
荷
札
木
簡
と
の
間
に
あ
る
第
二
の
相
異
点
は
、
国
印
の
有
無
で
あ
る
。
国
印
押
印
は
上
述
の
よ
う
に
調
皆
随
近
条
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
が
、
実
例
か
ら
見
て
、
押
印
の
対
象
物
か
否
か
は
厳
密
に
区
別
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
調
庸

物
墨
書
銘
」
の
中
に
、
押
印
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
見
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
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（
史
料
５
）
正
倉
院
蔵
布
袋
（『
正
倉
院
寶
物
銘
文
集
成
』
調
庸
関
係
銘
文
七
八
号
）

信
濃
國
水
内
郡
中
男
作
物
芥
子
貮
ዝ�

天
平
勝
寶
二
年
十
月

（
史
料
６
）
正
倉
院
蔵
布
袋
（『
正
倉
院
寶
物
銘
文
集
成
』
調
庸
関
係
銘
文
七
九
号
）

信
濃
國
少
縣
郡
芥
子
壹
ዝ�

天
平
十
三
年
十
月

（
史
料
７
）
正
倉
院
蔵
黄
綾
断
片
（
『
正
倉
院
寶
物
銘
文
集
成
』
調
庸
関
係
銘
文
九
一
号
）

近
江
國
調
小
寶
花
綾
壹
匹

織
蒲
生
郡
東
生
郷
田
尻
小
東
人

こ
れ
ら
は
、
調
皆
随
近
条
に
品
目
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
正
倉
院
に
実
例
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
書
印
貢
進
物

と
同
様
な
資
料
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
史
料
５
・
６
は
芥
子
の
包
装
材
と
し
て
使
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
布
袋
に
、
貢
進
主
体
・
税

目
・
品
目
・
分
量
・
年
月
日
が
墨
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
二
例
と
も
国
印
が
押
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
繊
維
製
品

で
は
な
い
が
ゆ
え
に
、
し
た
が
っ
て
調
皆
随
近
条
の
対
象
物
で
は
な
い
が
た
め
に
、
意
識
的
に
国
印
が
押
さ
れ
な
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
二
例
は
墨
書
包
装
材
で
は
あ
っ
て
も
、
書
印
貢
進
物
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
機
能
や
法
的
根
拠
は
、
荷

札
木
簡
と
全
く
同
様
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

史
料
７
は
、
同
じ
調
で
も
、
そ
し
て
同
じ
繊
維
製
品
で
も
、
綾
・
錦
な
ど
は
調
皆
随
近
条
の
対
象
物
に
な
っ
て
い
な
い
可
能
性
を
示
し
て
い

る
。
綾
等
は
、
絹
・
ዝ�
と
は
織
り
方
が
異
な
る
高
級
繊
物
で
、
和
銅
四
（
七
一
一
）
年
に
織
部
司
か
ら
挑
文
師
が
諸
国
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
を

花
綾
文
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契
機
に
、
翌
和
銅
五
年
か
ら
伊
勢
・
尾
張
等
二
一
ケ
国
で
も
生
産
が
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（『
続
日
本
紀
』
和
銅
四
年
閏
六
月
丁
巳
条
お
よ

び
和
銅
五
年
七
月
壬
午
条
）。
し
た
が
っ
て
、
大
宝
令
の
条
文
を
引
き
継
い
だ
た
め
、
養
老
令
の
調
皆
随
近
条
に
見
え
な
い
と
い
う
見
方
も
で
き

る
。
し
か
し
、
こ
の
実
例
か
ら
見
れ
ば
、
拡
大
適
用
の
対
象
に
も
な
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
の

か
と
い
う
と
、
お
そ
ら
く
は
、
律
令
国
家
が
意
図
し
た
機
能
あ
る
い
は
用
途
が
一
般
的
な
絹
や
ዝ�
と
は
異
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ

い
て
は
、
第
三
章
に
お
い
て
書
印
貢
進
物
独
自
の
機
能
を
考
察
し
た
上
で
、
再
度
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
で
は
、
調
皆
随
近
条
の
適
用
範

囲
と
な
ら
な
か
っ
た
貢
進
物
に
は
、
国
印
が
押
さ
れ
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
調
皆
随
近
条
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
貢
進
物
に
は
国
印
が
押
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
に
も
書
印
貢
進
物

と
荷
札
木
簡
の
性
格
の
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
国
印
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
荷
札
木
簡
で
は
押
印
が
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る

相
異
で
あ
り
、
そ
の
代
わ
り
に
勘
検
者
の
署
名
が
同
様
な
機
能
を
果
た
し
た
と
す
る
今
泉
氏
の
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
、
押
印
が
な
さ
れ
な
い

こ
と
を
材
質
の
相
異
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
史
料
５
・
６
が
示
す
よ
う
に
、
国
印
を
押
す
こ
と
が
で
き
る
材
質
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
押
印
さ
れ
て
い
な
い
例
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
糸
・
綿
の
場
合
は
、
木
簡
に
比
べ
て
貴
重
で
あ
っ
た
は
ず
の
紙
を
包
装
材
に
利

用
し
て
、
墨
書
・
押
印
が
実
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
押
印
が
必
要
だ
か
ら
こ
そ
選
択
さ
れ
た
素
材
と
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
逆
に
、
荷

札
木
簡
に
は
国
印
が
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
、
国
印
と
勘
検
者
の
署
名
が
同
一
の
機
能
を
有
し
て
い
た

と
す
る
こ
と
に
対
し
て
も
同
意
で
き
な
い
。

(3)

作
成
段
階
の
相
異

書
印
貢
進
物
と
荷
札
木
簡
に
関
す
る
第
三
の
相
異
点
は
、
作
成
・
記
入
段
階
の
違
い
で
あ
る
。
荷
札
木
簡
に
は
、
国
・
郡
あ
る
い
は
そ
れ
以

下
と
い
う
多
様
な
作
成
・
記
入
段
階
が
認
め
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
郷
長
等
を
も
駆
使
し
た
郡
が
作
成
・
記
入
の
主
体
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
明
ら
か
に
国
段
階
で
作
成
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
ま
た
最
近
で
は
、
山
中
章
氏
が
木
簡
製
作
技
法
の
分
析
か
ら
郷

（
10
）

（
11
）
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単
位
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
が
可
能
な
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

一
方
、
書
印
貢
進
物
に
お
け
る
墨
書
記
入
と
国
印
押
印
は
、
一
律
に
国
段
階
で
行
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
東
野
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
染

色
等
の
工
程
は
国
段
階
で
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
に
記
入
・
押
印
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、『
令
集
解
』
賦
役
令
調
皆
随

近
条
穴
説
に
は
「
年
月
日
、
謂
下

国
勘
記
二

国
印
一

之
日
上

耳
。
非
二

元
輸
日
一

也
。
」
と
あ
り
、「
年
月
日
」
は
国
印
を
押
す
日
付
が
記
入
さ
れ
た
。

こ
の
国
印
は
、
第
三
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
国
府
段
階
で
押
印
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
事
前
に
押
印
予
定
日
が
決
ま
っ
て
い

な
い
限
り
、
郡
段
階
で
墨
書
を
記
入
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
国
印
が
押
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
文
章
を

実
際
に
誰
が
書
い
た
の
か
に
関
係
な
く
、
国
の
文
章
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
書
印
貢
進
物
の
墨
書
記
入
・
国
印
押

印
の
主
体
は
、
あ
く
ま
で
も
国
段
階
に
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
書
印
貢
進
物
の
墨
書
が
国
段
階
の
勘
検
に
利
用
す
る
た
め
に
記
入
さ
れ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
分
か
る
。
先
に
掲

げ
た
調
皆
随
近
条
穴
説
に
は
、
国
段
階
で
貢
進
物
の
勘
検
が
行
わ
れ
る
こ
と
、
そ
の
勘
検
を
行
っ
た
年
月
日
を
記
す
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
墨
書
自
体
は
勘
検
の
後
に
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
勘
検
を
行
う
た
め
の
文
章
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
国
段
階
の
勘
検
に
関
わ
る
機
能
と
す
る
な
ら
ば
、
後
に
今
泉
氏
が
見
解
を
修
正
し
た
よ
う
に
、
墨
書
と
国
印
は
、
国
が
勘
検
し
た

こ
と
を
中
央
政
府
に
表
示
す
る
と
い
う
意
味
に
限
定
し
て
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
考
え
方
で
は
、
国
が
交
易
で
調
達
し
押
印
さ
れ

た
交
易
布
（
史
料
２
）
と
、
国
印
が
押
さ
れ
な
い
国
府
工
房
生
産
の
調
綾
（
史
料
７
）
の
違
い
を
明
確
に
説
明
で
き
な
い
。
や
は
り
、
書
印
貢

進
物
に
付
さ
れ
た
墨
書
と
国
印
の
意
義
は
、
勘
検
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
、
三
点
に
わ
た
っ
て
論
じ
た
よ
う
に
、
書
印
貢
進
物
と
荷
札
木
簡
と
の
間
に
は
、
明
ら
か
な
性
格
の
相
異
が
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
両
者
の
機
能
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
無
前
提
に
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
で
、
荷
札
木
簡
と
は
別
に
書
印
貢
進
物
の
機
能
を
再
検

討
し
て
み
る
余
地
は
充
分
に
あ
ろ
う
。

（
12
）

（
13
）
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二

書
印
包
紙
の
復
原

(1)

紙
箋
の
内
容

第
二
章
で
は
、
書
印
貢
進
物
の
考
察
を
行
う
た
め
の
基
礎
的
作
業
の
一
つ
と
し
て
、
書
印
包
紙
の
復
原
を
試
み
た
い
。

調
皆
随
近
条
で
は
、
調
の
糸
と
綿
は
「
ዝ�
」
に
貢
進
主
体
と
年
月
日
を
記
し
、
国
印
を
押
す
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
う
ち
ዝ�
に
つ
い
て

義
解
説
は
、「
謂
、
以
ዝ�

紙
裹
二

両
頭
一

、
為
ዝ�

ዝ�
也
。」
と
説
明
す
る
。
ま
た
、『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
る
と
「
ዝ�
」
の
意
味
に
は
、「
①
ふ
く
ろ
（
ዝ�

大
き
い
ふ
く
ろ
。
又
、
底
の
あ
る
ふ
く
ろ
。
ዝ�
か
ね
い
れ
。
財
布
。
ዝ�
転
じ
て
、
凡
て
も
の
を
入
れ
蔵
め
る
も
の
。
智
ዝ�
。）、
②
ふ
く
ろ
に
入

れ
る
。
つ
つ
む
。
③
は
ら
ふ
。」
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
紙
を
使
っ
て
、
糸
や
綿
を
ほ
ぼ
完
全
に
包
み
込
ん
だ
形
態
の
も
の
が
想
起

さ
れ
よ
う
。

こ
の
包
紙
の
実
例
は
残
存
し
て
い
な
い
と
さ
れ
る
一
方
で
、
記
載
形
式
や
国
印
押
印
が
調
皆
随
近
条
と
一
致
す
る
紙
箋
（
史
料
８
～
13
）
が

正
倉
院
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
東
野
氏
は
、「
両
者
の
関
係
が
問
題
」
で
あ
り
、
ま
た
「
紙
箋
の
用
法
は
検
討
を
要
す
る
」
が
、
紙
箋
が
「
賦
役

令
の
規
定
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認
め
て
よ
か
ろ
う
」
と
す
る
。
ま
た
今
泉
氏
は
、「
包
装
材
墨
書
の
例
と
し
て
は
調
綿
包
紙
」
が
あ
る

と
す
る
が
、
実
例
は
紙
箋
で
あ
り
、
な
ぜ
紙
箋
が
包
紙
と
イ
コ
ー
ル
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
示
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
紙
箋
を

手
掛
か
り
に
書
印
包
紙
の
復
原
を
試
み
、
両
者
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

史
料
８
～
13
は
、
い
ず
れ
も
越
中
国
か
ら
貢
進
さ
れ
た
調
綿
に
関
す
る
紙
箋
、
な
ら
び
に
そ
の
断
簡
で
あ
る
。

（
14
）

（
15
）
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（
史
料
８
）
正
倉
院
蔵
紙
箋
①
（『
正
倉
院
寶
物
銘
文
集
成
』
調
庸
関
係
銘
文
六
六
号
）

越
中
國
射
水
郡
川
口
郷
戸
主
中
臣
部
照
麻
呂
戸
調
白
牒
綿
一
屯

天
平
勝
寶
六
年
十
月
廿
一
日

（
史
料
９
）
正
倉
院
蔵
紙
箋
②
（
『
正
倉
院
寶
物
銘
文
集
成
』
調
庸
関
係
銘
文
六
七
号
）

越
中
國
射
水
郡
布
西
郷

千
嶋
戸
調
白
綿
壹
牒

天
平
勝
寶
六
年

（
史
料
10
）
正
倉
院
蔵
紙
箋
③
（
『
正
倉
院
寶
物
銘
文
集
成
』
調
庸
関
係
銘
文
六
八
号
）

越
中
國
射
水
郡
寒
江
郷
戸
主
三
宅
黒
人
戸
牒

天
平
勝
寶
四
年
十
月
十
八
日

（
史
料
11
）
正
倉
院
蔵
紙
箋
④
（
『
正
倉
院
寶
物
銘
文
集
成
』
調
庸
関
係
銘
文
六
九
号
）

越
中
国
射
水
郡
三
嶋
郷
戸
主
射
水
臣
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（
史
料
12
）
正
倉
院
蔵
紙
箋
⑤
（
『
正
倉
院
寶
物
銘
文
集
成
』
調
庸
関
係
銘
文
七
〇
号
）

射
水
郡
ዝ�

（
史
料
13
）
正
倉
院
蔵
紙
箋
⑥
（
『
正
倉
院
寶
物
銘
文
集
成
』
調
庸
関
係
銘
文
七
一
号
）

戸
主
建
部
天
生
戸
輸
調
白

十
月
十
八
日

史
料
８
・
９
は
、
ほ
ぼ
全
文
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
史
料
10
・
11
は
、
東
野
氏
が
調
綿
紙
箋
で
あ
る
と

指
摘
し
た
例
で
あ
る
。
史
料
10
の
「
牒
」
は
、「
た
た
む
」
と
訓
読
み
す
る
こ
と
か
ら
、
史
料
８
に
「
白
牒
綿
」、
史
料
９
に
「
白
綿
壹
牒
」
と

あ
る
の
と
同
じ
く
、
畳
綿
の
意
味
と
な
る
。
史
料
11
は
断
簡
で
あ
る
た
め
税
目
・
品
目
が
分
か
ら
な
い
が
、『
延
喜
式
』
主
計
上
に
越
中
国
の

調
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
て
も
、「
白
畳
綿
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

史
料
12
は
、
松
嶋
順
正
氏
が
『
正
倉
院
寶
物
銘
文
集
成
』
（
吉
川
弘
文
館
・
一
九
七
八
年
）
で
初
め
て
紹
介
し
た
例
で
あ
る
。
同
書
に
は
写

真
が
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
釈
文
を
見
て
も
小
さ
な
断
簡
だ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
確
か
な
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
郡
名
が
史
料
８

～
11
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
や
は
り
調
綿
紙
箋
で
あ
る
と
見
て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。

史
料
13
は
、
日
向
国
計
帳
と
い
わ
れ
て
き
た
も
の
を
、
東
野
氏
が
日
向
国
の
調
綿
紙
箋
で
あ
る
と
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
に

松
嶋
氏
が
、
こ
の
紙
箋
断
簡
を
越
中
国
に
分
類
し
た
の
で
、
い
ず
れ
の
国
の
紙
箋
で
あ
る
か
が
問
題
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

印
が
「
越
中
国
印
」
と
判
読
で
き
る
こ
と
や
、
朱
印
も
越
中
国
印
独
特
の
色
合
い
を
呈
し
て
い
る
こ
と
が
最
近
の
調
査
で
確
認
さ
れ
、
越
中
国

の
調
綿
紙
箋
断
簡
で
あ
る
と
判
明
し
て
い
る
。

（
16
）

（
17
）

〔
櫛
田
ヵ
〕
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(2)

紙
箋
の
法
量
と
形
態

ま
ず
、
完
形
で
残
存
し
て
い
る
も
の
の
法
量
に
つ
い
て
、
写
真
を
基
に
計
測
し
て
み
た
。
史
料
８
の
寸
法
は
、
縦
が
約
二
九
・
六
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
横
は
上
辺
が
約
八
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
下
辺
が
約
六
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
左
辺
が
斜
め
に
裁
断
さ
れ
た
ら
し
く
、

下
辺
が
や
や
短
い
台
形
状
の
形
態
と
な
っ
て
い
る
。
史
料
９
（
図
１
）
は
、
縦
約
二
九
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
約
六
・
一
～
六
・
四
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
ち
ら
は
ほ
ぼ
長
方
形
に
な
る
。
最
後
に
史
料
10
（
図
２
）
で
あ
る
が
、
縦
は
左
辺
が
約
二
九
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
右

辺
が
約
二
九
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
微
妙
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
上
辺
が
傾
い
た
形
状
を
な
し
て
い
る
。
横
の
寸
法
は
約
九
・
五
～
一
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
横
の
寸
法
が
バ
ラ
バ
ラ
な
の
に
対
し
て
、
縦
が
い
ず
れ
も
二
九
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
数
値
を
示
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
数
値
は
、
一
尺
＝
約
二
九
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
限
り
な
く
近
似
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
点
か
ら
紙
箋
は
、
一
枚
の
紙

の
上
辺
と
下
辺
を
生
か
し
な
が
ら
、
左
右
両
辺
を
裁
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
作
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

ま
た
、
写
真
を
よ
く
見
る
と
、
史
料
９
～
11
で
不
思
議
な
現
象
が
観
察
さ
れ
る
。
ま
ず
史
料
９
（
図
１
）
で
は
、
二
つ
あ
る
国
印
の
う
ち
上

段
の
国
印
の
右
辺
が
、
明
ら
か
に
紙
か
ら
は
み
出
し
て
い
る
。
下
段
の
も
の
も
、
印
文
が
判
然
と
し
な
い
が
、
印
の
寸
法
か
ら
す
る
と
少
し
切

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
現
象
か
ら
は
、
(A)
紙
の
横
幅
が
足
り
ず
、
国
印
を
押
し
た
際
に
紙
か
ら
印
が
は
み
出
し
た
、
(B)
国
印
が
押

さ
れ
た
後
に
紙
が
裁
断
さ
れ
、
そ
の
時
に
印
文
の
一
部
も
裁
断
さ
れ
た
、
と
い
う
二
つ
の
可
能
性
が
導
き
出
さ
れ
よ
う
。

次
に
史
料
10
（
図
２
）
で
は
、
墨
書
さ
れ
た
文
章
の
軸
が
、
微
妙
に
右
に
傾
い
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
そ
し
て
、
紙
の
上
辺
も
、
ほ

ぼ
文
章
の
軸
に
直
交
す
る
。
さ
ら
に
、
史
料
11
（
図
３
）
は
断
簡
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
明
ら
か
に
字
軸
が
傾
い
て
い
る
。
紙
の
上
辺
が
、
字
軸

に
対
応
し
て
傾
く
の
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
傾
き
の
方
向
は
、
史
料
10
と
11
で
は
逆
に
な
る
。

史
料
10
・
11
の
事
例
は
、
墨
書
さ
れ
た
後
に
紙
が
裁
断
さ
れ
、
紙
箋
が
作
り
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
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0 5cm

約
二
九
・
六
㎝

印
文
裁
断

しわ？

図１ 紙箋②（史料９・『正倉院宝物』）
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0 5cm

約
二
九
・
四
～
二
九
・
六
㎝

紙の傾き

字軸の傾き

図２ 紙箋③（史料 10・『正倉院宝物』）
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0 5cm

紙の傾き

字軸の傾き

図３ 紙箋④（史料 11・『正倉院宝物』）
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ら
ば
、
紙
箋
が
作
ら
れ
た
後
に
墨
書
さ
れ
た
と
す
る
と
、
①
ま
ず
紙
の
上
辺
に
対
し
て
斜
め
に
な
る
よ
う
に
左
右
辺
を
裁
断
し
、
平
行
四
辺
形

な
い
し
台
形
の
紙
箋
を
作
る
、
②
そ
の
紙
箋
の
縦
軸
に
対
し
て
、
斜
め
に
な
る
よ
う
に
墨
書
す
る
、
と
い
う
二
重
に
お
か
し
な
工
程
を
意
図
的

に
踏
ん
だ
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
史
料
10
と
11
で
は
、
傾
き
方
が
逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
れ
が
「
偶
然
」
の
産
物
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
と
な
る
と
、
先
に
見
た
史
料
９
の
現
象
も
、
(B)
の
押
印
後
に
裁
断
さ
れ
た
と
い
う
蓋
然
性
が
頗
る
高
い
。

(3)

書
印
包
紙
の
加
工
と
紙
箋
の
伝
来

以
上
の
検
討
か
ら
、
現
存
す
る
調
綿
紙
箋
は
、
墨
書
・
押
印
さ
れ
た
後
に
、
左
右
が
裁
断
さ
れ
て
作
ら
れ
た
と
い
う
経
緯
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

次
に
、
裁
断
加
工
を
受
け
た
段
階
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
。

裁
断
加
工
の
意
味
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
史
料
９
で
印
文
が
裁
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
裁
断
加

工
を
受
け
た
時
点
で
、
国
印
の
意
味
が
既
に
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
続
々
修
に
納
め
ら
れ
て
い
る
史
料
10
・
11
を
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
観
察
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
裏
面
に
墨
書
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
裁
断
加
工
は
、
裏
面
を
利
用
し
た
二
次

文
書
の
作
成
に
伴
う
も
の
で
は
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
存
す
る
紙
箋
の
表
面
そ
の
も
の
が
二
次
文
書
で
あ
り
、
な
お
か
つ

そ
の
紙
箋
に
は
、
必
ず
し
も
国
印
が
必
要
不
可
欠
な
要
素
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
の
推
察
が
正
し
け
れ
ば
、
国
印
は
裁
断
加
工
を
受
け
る
以
前
の
段
階
で
機
能
し
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
正
倉
院
に
現
存

す
る
紙
箋
は
、
紙
箋
と
し
て
利
用
さ
れ
始
め
る
際
に
二
次
加
工
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
史
料
９
の
二
次
加
工
に
携
わ
っ
た
者
は
、

文
章
が
紙
箋
の
中
心
に
な
る
よ
う
に
裁
断
し
た
の
で
、
印
文
の
右
辺
を
切
り
飛
ば
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
逆
に
、
史
料
10
・
11

の
加
工
者
は
、
印
文
を
意
識
的
に
残
そ
う
と
し
た
ら
し
い
。
そ
の
結
果
、
紙
と
文
章
が
傾
く
形
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
二
次
加
工
を
受
け
る
以
前
の
機
能
は
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
ま
さ
し
く
書
印
包
紙
、
す
な
わ
ち
調
皆
随
近
条
が

糸
や
綿
の
包
装
材
と
し
て
規
定
し
た
「
ዝ�
」
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
東
野
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
国
印
を
含
め
た
書
式
が
調
皆
随
近
条
の
規
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定
に
則
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
図
１
～
３
に
示
し
た
よ
う
に
、
紙
箋
の
表
面
を
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
複
雑
か

つ
無
数
に
走
っ
て
い
る
、
皺
ら
し
き
痕
跡
も
注
目
さ
れ
る
。
写
真
の
観
察
で
は
断
言
し
き
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
、
綿
と
い
う
不
定
形
な
物
品

を
包
装
・
保
管
し
た
り
、
都
城
ま
で
の
長
距
離
を
輸
送
さ
れ
た
結
果
生
じ
た
皺
で
は
な
か
ろ
う
か
。
紙
箋
と
し
て
利
用
さ
れ
る
間
に
も
皺
が
生

じ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
あ
げ
て
お
き
た
い
。

以
上
の
想
定
を
基
に
、
史
料
10
に
つ
い
て
書
印
包
紙
の
復
原
を
試
み
た
の
が
、
図
４
で
あ
る
。
ま
ず
、
紙
箋
の
縦
の
長
さ
が
い
ず
れ
も
ほ
ぼ

一
尺
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
印
包
紙
は
一
枚
の
紙
を
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
包
紙
の
中
で
紙
箋
が
占
め
る
縦
方
向
の
位
置

は
決
ま
っ
て
く
る
。
次
に
左
右
の
位
置
で
あ
る
が
、
紙
箋
の
左
右
辺
が
斜
め
に
裁
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
紙
の
両
端
に
位
置
す
る
と

は
考
え
に
く
い
。
例
え
ば
包
紙
の
右
端
に
墨
書
・
押
印
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
本
来
の
紙
の
右
辺
を
そ
の
ま
ま
生
か
し
た
形
で
紙
箋
を

作
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
現
状
で
は
、
横
方
向
の
位
置
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
両
端
に
位
置
し
な
い
以

上
、
中
央
付
近
に
墨
書
・
押
印
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
図
４
で
は
、
紙
箋
の
上
辺
が
水
平
に
な
る
よ
う
に
角
度
を
調
整
し

て
み
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
字
軸
の
傾
き
も
ほ
ぼ
許
容
で
き
る
範
囲
に
お
さ
ま
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

最
後
に
、
紙
箋
と
し
て
の
利
用
方
法
と
伝
来
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

現
存
す
る
紙
箋
の
う
ち
史
料
８
は
、
東
南
院
文
書
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
東
大
寺
の
重
要
物
品
を
収
納
し
た
印
蔵
に
伝
来
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
史
料
９
・
12
・
13
は
、
正
倉
院
の
古
裂
整
理
中
に
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
伝
来
状
況
は
、
紙
箋
が
、
正
倉
院
・
東
大
寺

印
蔵
と
い
っ
た
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
た
宝
物
、
特
に
繊
維
製
品
に
密
着
し
て
伝
世
し
た
こ
と
を
推
測
せ
し
め
よ
う
。

問
題
は
史
料
10
・
11
で
、
現
状
は
続
々
修
第
四
六
帙
七
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
続
々
修
の
最
後
尾
、
第
四
六
・
四
七
帙
あ
た
り

は
、
文
書
と
言
い
難
い
も
の
や
、
鳥
兜
残
欠
下
貼
文
書
と
同
類
の
も
の
が
収
め
ら
れ
る
な
ど
、
写
経
所
が
残
し
た
文
書
で
は
な
い
も
の
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
。
史
料
10
・
11
は
、
紙
背
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
帳
簿
代
わ
り
に
貼
り
つ
い
だ
に
し
て
は
残
存
点
数
が
少
な
い
こ
と

（
18
）

（
19
）

（
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）

- 20 -

か
ら
、
写
経
所
が
二
次
利
用
し
た
結
果
伝
世
し
た
も
の
と
は
考
え

難
い
。
や
は
り
史
料
10
・
11
も
、
写
経
所
が
残
し
た
文
書
と
は
別

に
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
が
、
続
々
修
編
纂
の
際
に
混
入
し
た
と
考

え
た
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
現
存
す
る
紙
箋
は
、
正
倉
院
文
書
と
は

別
に
、
倉
庫
に
収
納
さ
れ
た
物
品
と
関
係
し
て
正
倉
院
に
伝
世
し

た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
、
そ
の
物
品
と
は
越
中
国
か
ら
貢
進

さ
れ
た
綿
で
あ
り
、
紙
箋
は
そ
の
形
態
か
ら
見
て
、
倉
庫
内
に
お

け
る
管
理
用
の
付
札
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

残
さ
れ
た
問
題
は
、
ど
の
時
点
で
書
印
包
紙
か
ら
紙
箋
に
加
工

さ
れ
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
三
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
国
段

階
で
貢
進
単
位
ご
と
に
包
装
さ
れ
た
綿
や
糸
は
、
書
印
包
紙
で
包

ま
れ
た
形
態
の
ま
ま
諸
々
の
官
司
や
寺
院
・
官
人
に
分
配
さ
れ
、

ま
た
市
な
ど
を
介
し
て
流
通
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
一
般

的
に
は
、
綿
や
糸
が
物
品
と
し
て
消
費
さ
れ
る
段
階
、
あ
る
い
は

分
割
し
て
売
買
さ
れ
る
時
に
な
っ
て
、
初
め
て
包
み
が
解
か
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
な
お
現
存
す
る
紙
箋
か
ら
確
認
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
密
封
す
る
と
い
う
想
定
か
ら
、
封
入
の
際
の
継
ぎ
目
に

図４ 書印包紙復原案（紙箋③）
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も
墨
書
等
が
な
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、
紙
箋
と
し
て
加
工
さ
れ
た
の
は
、
綿
が
東
大
寺
等
で
衣
服
や
調
度
品
の
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ
た
際
の
こ
と
で

あ
る
と
想
定
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
な
ら
ば
、
全
て
の
書
印
包
紙
が
紙
箋
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
材

料
と
し
て
供
出
さ
れ
た
綿
の
一
部
が
未
使
用
の
ま
ま
残
っ
た
ケ
ー
ス
に
限
っ
て
紙
箋
が
作
ら
れ
、
綿
と
と
も
に
倉
庫
に
収
納
さ
れ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

以
上
の
点
か
ら
、
現
存
す
る
紙
箋
は
、
貢
進
物
を
包
ん
だ
書
印
包
紙
の
形
態
で
東
大
寺
な
い
し
造
東
大
寺
司
に
入
り
、
管
理
用
付
札
と
し
て

加
工
・
使
用
さ
れ
た
結
果
、
正
倉
院
や
東
大
寺
印
蔵
に
伝
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
や
が
て
、
本
体
た
る
綿
は
消
費
さ
れ
る
な
り
、
朽
ち

て
塵
芥
に
な
る
な
り
し
て
消
滅
し
、
そ
し
て
紙
箋
だ
け
が
残
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

三

書
印
貢
進
物
の
機
能

(1)

事
務
・
管
理
用
資
料
と
し
て
の
機
能
―
荷
札
木
簡
と
の
共
通
性
―

１

書
印
貢
進
物
の
調
製

第
一
章
に
お
い
て
筆
者
は
、
荷
札
木
簡
と
書
印
貢
進
物
の
相
異
点
を
縷
々
述
べ
た
が
、
両
者
の
機
能
が
完
全
に
別
個
の
も
の
と
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
。
書
印
貢
進
物
に
は
、
荷
札
木
簡
と
共
通
す
る
機
能
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

書
印
貢
進
物
が
荷
札
木
簡
の
果
た
し
た
役
割
を
も
包
摂
し
て
い
た
と
考
え
る
の
は
、
絹
・
ዝ�
・
布
・
糸
・
綿
に
関
す
る
荷
札
木
簡
が
ほ
と
ん

ど
見
当
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
今
後
も
見
つ
か
ら
な
い
と
は
限
ら
な
い
が
、
平
城
宮
跡
等
で
こ
れ
ま
で
大
量
の
荷
札
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
全
く
発
見
さ
れ
な
い
と
い
う
事
実
は
看
過
で
き
な
い
。
し
か
も
、
物
は
最
も
多
く
都
城
に
運
び
込

ま
れ
た
で
あ
ろ
う
一
般
的
な
繊
維
製
品
で
あ
り
、
稀
少
物
品
ゆ
え
に
荷
札
が
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
想
定
も
で
き
な
い
。

- 22 -

一
部
の
例
外
と
は
、
平
城
宮
跡
か
ら
比
較
的
多
く
出
土
す
る
西
海
道
諸
国
の
調
綿
荷
札
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
そ
の
理
由
を

明
解
に
説
明
で
き
る
。
西
海
道
諸
国
の
調
綿
は
大
宰
府
に
集
め
ら
れ
、
そ
の
一
部
が
京
進
さ
れ
た
。
ま
た
、
出
土
し
た
木
簡
は
全
て
、
郡
ご
と

に
一
〇
〇
屯
単
位
で
ま
と
め
ら
れ
た
記
載
内
容
を
有
し
て
お
り
、
貢
進
単
位
ご
と
に
作
成
・
記
載
さ
れ
る
一
般
的
な
荷
札
木
簡
と
は
、
明
ら
か

に
性
格
が
異
な
る
。
こ
れ
ら
の
木
簡
に
つ
い
て
は
、
国
郡
単
位
の
記
載
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
国
郡
か
ら
大
宰
府
へ
輸
す
る
際
に
作
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
調
綿
の
貢
進
に
あ
た
っ
て
荷
札
と
紙
箋
が
併
用
さ
れ
た
と
い
う
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
荷
札
木
簡
は
西
海
道
以
外

に
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
大
宰
府
を
介
し
て
京
進
さ
れ
る
と
い
う
、
西
海
道
調
綿
の
特
殊
性
に
起
因
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し

た
が
っ
て
、
西
海
道
諸
国
の
特
殊
な
調
綿
荷
札
は
、
大
宰
府
に
集
め
ら
れ
た
調
綿
を
京
進
す
る
際
に
、
大
宰
府
で
一
括
し
て
作
成
・
添
付
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
を
支
持
し
た
い
。
国
郡
単
位
の
記
載
は
、
綿
の
生
産
・
貢
進
地
を
明
示
す
る
意
味
を
持
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
、

必
ず
し
も
そ
の
木
簡
の
作
成
段
階
を
示
す
も
の
で
は
な
い
と
解
釈
す
る
。

以
上
の
点
か
ら
、
中
央
へ
の
納
入
に
あ
た
っ
て
、
繊
維
関
係
の
貢
進
物
に
は
基
本
的
に
荷
札
は
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
貢
進
主
体
や
物
品
を
記
載
す
る
こ
と
で
貢
進
の
事
実
を
上
申
す
る
と
同
時
に
、
検
収
・
保
管
・
出
納
と
い
っ
た
実
務
に
資
す
る
機
能

は
、
書
印
貢
進
物
で
は
そ
の
墨
書
部
分
が
果
た
し
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
書
印
貢
進
物
の
作
成
か
ら
京
進
に
至
る
諸

段
階
を
追
い
か
け
な
が
ら
、
荷
札
木
簡
と
共
通
す
る
こ
れ
ら
の
機
能
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

調
庸
物
と
し
て
収
取
さ
れ
る
書
印
貢
進
物
の
輸
納
に
つ
い
て
、
律
令
は
丁
別
賦
課
の
形
式
を
取
っ
て
い
る
。
調
正
物
に
つ
い
て
は
合
成
規
定

が
あ
る
が
、
こ
れ
も
製
品
を
整
え
る
た
め
の
も
の
で
、
原
則
は
丁
別
賦
課
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
い
わ
ば
建
て
前
で
あ
っ
て
、

調
庸
布
等
は
一
般
人
民
が
所
有
す
る
織
機
で
生
産
す
る
の
は
難
し
く
、
実
際
に
は
「
地
域
豪
族
層
な
い
し
富
豪
層
の
私
経
営
」
で
生
産
さ
れ
た

と
い
う
指
摘
が
あ
る
。「
私
経
営
」
と
捉
え
得
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
特
に
加
工
製
品
に
つ
い
て
は
、
一
般
人
民
に
よ
る
個
別
の
生
産
で
は
な

く
、首
長
層
な
い
し
彼
ら
を
編
成
し
た
郡
に
お
け
る
集
中
的
な
生
産
が
行
わ
れ
た
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
塩
な
ど
で
は
、

（
21
）

（
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）

（
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）

（
24
）
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製
塩
工
房
で
の
大
規
模
な
生
産
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

郡
レ
ベ
ル
の
工
房
に
よ
る
布
の
集
中
生
産
に
つ
い
て
は
、長
野
県
の
屋
代
遺
跡
群
出
土
の
木
簡
に
よ
っ
て
、そ
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
［
人
名
＋
「
布
手
」
］
と
い
う
記
載
が
列
記
さ
れ
た
七
世
紀
末
～
八
世
紀
初
頭
頃
の
木
簡
（
史
料
14
）
と
、
［
人
名
＋
数
量

＋
「
布
」
］
が
列
記
さ
れ
た
八
世
紀
前
半
代
の
木
簡
（
史
料
15
）
が
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
木
簡
か
ら
、
貢
納
を
目
的
と
し
た
布
生
産
専

門
の
場
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
信
濃
国
埴
科
郡
家
に
関
係
す
る
木
簡
が
主
体
を
な
す
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
想
定
さ

れ
る
布
生
産
専
門
の
場
が
郡
家
付
属
の
施
設
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

史
料
14
に
つ
い
て
報
告
書
は
、
①
「
布
手
」
は
織
布
作
業
者
と
み
ら
れ
る
こ
と
、
②
列
挙
さ
れ
た
人
名
は
全
て
男
性
名
な
の
で
、
男
性
が
織

布
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
人
名
＝
布
手
と
み
る
わ
け
で
あ
る
。
し
か

し
筆
者
は
、
例
え
ば
「
金
刺
ア
富
止
の
布
手
」
と
読
ん
で
、
列
挙
さ
れ
た
人
物
と
「
布
手
」
は
別
人
で
あ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
布
手
」

と
人
名
が
イ
コ
ー
ル
で
あ
る
場
合
、「
布
手
某
」
と
記
載
す
る
形
式
に
な
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
の
木
簡
の
よ
う
な
歴
名

の
場
合
、
冒
頭
に
「
布
手
」
と
記
し
て
人
名
を
列
挙
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
○
（
手
）
＋
人
名
」
と
い
う
記
載
形
式
は
、
史
料
７
の
「
織

蒲
生
郡
東
生
郷
田
尻
小
東
人
」
に
見
え
る
な
ど
類
例
が
多
い
の
に
対
し
て
、「
人
名
＋
○
手
」
と
い
う
用
例
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
木

簡
で
あ
る
た
め
和
語
に
沿
っ
た
記
述
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
人
名
と
「
布
手
」
が
イ
コ
ー
ル
で
あ
る
と
す
る
に
は
、
や
は
り
不
自

然
な
記
述
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
や
は
り
、「
某
の
布
手
」
と
読
ん
で
、
人
名
と
「
布
手
」
は
別
人
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
木
簡
に
列
挙
さ
れ
た
人
名
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
彼
ら
は
賦
役
令
調
皆
随
近
条
に
規
定
さ
れ
た
「
戸

主
」
な
ど
の
貢
進
主
体
で
、
書
印
貢
進
物
に
人
名
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
な
人
々
で
あ
る
と
考
え
る
。
上
述
の
よ
う
に
律
令
の
建
て
前
は
丁
別
賦

課
で
あ
り
、
書
印
貢
進
物
も
戸
主
な
ど
の
人
名
を
記
載
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
郡
家
付
属
工
房
な
ど
で
の
集
中
生
産
が
実
態
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
貢
進
者
別
の
生
産
管
理
が
不
可
欠
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
史
料
14
は
、〔
人
名
＋
「
布
手
」
＋
合
点
〕
と
い
う
記
載

（
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）

（
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）
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（
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）

（
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）
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（
史
料
14
）
長
野
県
屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
一
〇
号

金
刺
ア
富
止
布
手
ヽ

布
手

〔
石
〕

（
マ
マ
）

刑
ア
真
□
布
ヽ

酒
人
□
布
手
ヽ

金
刺
舎
入
真
清
布
手
ヽ

（
史
料
15
）
長
野
県
屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
五
九
号

五
九
Ａ
木
簡

五
九
Ｂ
木
簡

〔
ア
〕

□
二
布

金
刺
□

□
二
布

長
谷

□

布

・

・

□

一

石
田
ア
荒
人
二
布

金
刺
ア
古
万
呂
一
布

布
□

布

金
刺
ア
富
□
一
布

宍
人
□
□
布
一

神
人
ア

大
田
布
三

宍
人
ア

□
□
龍
布
三

□

金
刺
ア

□
布
□

石
田
ア

・

・
□
布
□

□

金
刺
ア
□
□

□
□
□

□
布
三

酒
人
諸
□
布

〔
二
〕
〔
宍
〕

〔
ア

小
〕
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が
列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
貢
進
者
別
の
「
布
手
」
の
確
保
、
あ
る
い
は
そ
の
労
働
管
理
に
関
わ
る
記
録
簡
で
あ
る
と
考
え
て
お
き
た
い
。

史
料
15
は
、［
人
名
＋
数
量
＋
「
布
」］（［
人
名
＋
「
布
」
＋
数
量
］
）
と
い
う
記
載
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
①
数
量
の
単
位
が
「
端
」

と
す
る
と
、
列
挙
さ
れ
て
い
る
人
名
毎
に
生
産
す
る
布
の
端
数
を
記
録
し
た
木
簡
、
②
単
位
が
「
人
」
で
、
戸
主
毎
の
布
手
の
人
数
も
し
く
は

戸
内
の
丁
数
を
記
録
し
た
木
簡
と
い
う
、
二
通
り
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
①
の
場
合
、
ａ
人
名
＝
戸
主
、
ｂ
人
名
＝
布
手
、
と
い

う
二
つ
の
ケ
ー
ス
が
想
定
さ
れ
る
。
以
上
の
い
ず
れ
で
あ
る
の
か
容
易
に
は
決
し
が
た
い
が
、
筆
者
と
し
て
は
、
史
料
14
と
の
比
較
、
お
よ
び

数
量
単
位
が
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
①
ａ
の
戸
主
別
に
生
産
す
る
布
の
端
数
を
列
挙
し
た
木
簡
で
あ
る
と
解
釈
し
て
お
き
た
い
。

以
上
の
点
か
ら
、
貢
納
さ
れ
る
布
（
絹
・
ዝ�
）
は
、
貢
進
主
体
別
の
管
理
が
行
わ
れ
つ
つ
、
郡
家
付
属
工
房
な
ど
で
集
中
的
に
生
産
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
郡
段
階
の
事
務
・
管
理
に
お
い
て
荷
札
な
ど
は
必
要
と
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
史
料
14
・
15
の
よ
う
な
生
産
管
理

に
関
係
す
る
資
料
が
作
成
・
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
糸
・
綿
の
場
合
は
戸
別
の
生
産
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
に
荷
札
が
作
成
な
い
し
添
付

さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
手
が
か
り
が
無
い
の
で
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

次
に
、
国
に
よ
る
貢
進
物
の
勘
検
と
、
墨
書
の
書
き
入
れ
、
国
印
押
印
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
た
い
。
こ
れ
ら
の
点
の
う
ち
、
議
論
の
中
心

に
な
っ
て
き
た
の
は
墨
書
の
書
き
入
れ
段
階
に
つ
い
て
で
あ
る
。
今
泉
氏
は
、
当
初
、
郡
段
階
に
お
け
る
書
き
入
れ
を
主
張
し
た
が
、
東
野
氏

の
批
判
を
承
け
て
後
に
撤
回
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の
と
こ
ろ
国
段
階
の
墨
書
と
い
う
の
が
有
力
に
な
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ

に
も
二
説
あ
る
。
一
つ
は
東
野
氏
の
説
で
、
繊
維
製
品
の
練
・
染
と
い
っ
た
工
程
が
『
延
喜
式
』
主
計
上
に
「
国
以
二

徭
夫
一

練
染
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
府
段
階
で
墨
書
押
印
が
行
わ
れ
た
と
す
る
。
も
う
一
つ
は
、
正
税
帳
か
ら
復
原
さ
れ
る
調
庸
布
の
検
校
過
程
か
ら
、
巡
行
し
て
き

た
専
当
国
司
と
郡
司
の
下
で
郡
ご
と
に
墨
書
が
書
き
入
れ
た
後
、
国
府
段
階
に
集
積
さ
れ
て
押
印
さ
れ
た
と
い
う
今
津
氏
の
説
で
あ
る
。

今
津
氏
の
指
摘
に
よ
り
、
専
当
国
司
が
各
郡
を
巡
行
し
て
貢
進
物
の
検
校
を
行
う
こ
と
、
専
当
国
司
に
は
国
印
を
取
り
扱
え
な
い
目
・
史
生
・

医
師
な
ど
の
実
例
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
国
印
は
国
府
段
階
で
押
印
さ
れ
た
こ
と
な
ど
は
ほ
ぼ
確
定
で
き
よ
う
。
や
は
り
問
題
は
墨
書
の
書
き

（
30
）

（
31
）

（
32
）
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入
れ
段
階
で
、
検
校
段
階
か
国
府
段
階
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
筆
者
は
、
国
府
段
階
で
行
わ
れ
た
と
み
た
い
。
一
つ
に
は
、

東
野
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
練
・
染
の
工
程
が
国
段
階
で
行
わ
れ
、
そ
の
後
に
墨
書
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、『
延
喜
式
』
の
「
国
」
が
国
府
と
い
う
段
階
な
り
地
点
な
り
を
特
定
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
今
津
氏
の
批
判
や
、
国
段
階
で
書
き

入
れ
ら
れ
る
の
は
、
練
・
染
が
施
さ
れ
る
貢
進
物
に
限
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
今
泉
氏
の
指
摘
も
あ
る
。
し
か
し
、『
令
集
解
』
賦
役
令

調
皆
随
近
条
穴
説
は
、
記
入
す
る
「
年
月
日
」
に
つ
い
て
国
印
を
押
す
日
付
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
墨
書
書
き
入
れ
と
国
印
押
印
は
一

連
の
作
業
で
あ
り
、
両
者
と
も
国
府
段
階
で
行
わ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

ま
た
書
印
包
紙
の
場
合
、
検
校
段
階
で
墨
書
さ
れ
た
と
す
る
と
、
複
雑
な
過
程
を
踏
む
こ
と
に
な
る
点
も
座
視
し
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
検

校
段
階
で
墨
書
さ
れ
た
包
紙
は
、
い
っ
た
ん
個
々
の
物
実
と
切
り
離
さ
れ
た
形
で
国
府
に
運
び
込
ま
れ
、
押
印
さ
れ
た
後
に
再
び
物
実
と
組
み

合
わ
せ
る
と
い
う
手
続
き
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
検
校
段
階
で
は
物
実
の
品
質
や
数
量
の
チ
ェ
ッ
ク
だ
け
が

行
わ
れ
、
国
府
段
階
で
一
括
し
て
書
印
包
紙
を
作
成
し
、
物
実
を
梱
包
す
る
と
い
う
過
程
を
想
定
す
る
方
が
合
理
的
に
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
書
印
貢
進
物
は
、
専
当
国
司
の
巡
行
に
よ
り
郡
ご
と
に
勘
検
を
受
け
た
後
、
国
府
段
階
で
墨
書
書
き
入
れ
・
国
印
押
印
が
行

わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
墨
書
の
基
礎
デ
ー
タ
と
な
っ
た
の
は
、
今
津
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
計
帳
な
い
し
そ
れ
に
類
す
る
帳
簿

類
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
墨
書
・
押
印
と
い
う
作
業
は
、
調
庸
帳
の
作
成
な
ど
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
自
体
は
国
段
階
の
勘
検
の
た
め
に
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
点
が
、
同
じ
く
検
収
・
管
理
・
出
納
な
ど
の
実
務
に
利
用
さ
れ
な
が

ら
も
、
荷
札
木
簡
と
は
異
な
る
書
印
貢
進
物
の
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
。
荷
札
木
簡
の
ほ
と
ん
ど
は
、
郡
も
し
く
は
そ
れ
以
前
に
複
数
作
成
さ
れ
、

途
中
で
抜
き
取
ら
れ
な
が
ら
勘
検
や
集
計
に
用
い
ら
れ
、
最
後
に
残
さ
れ
た
札
が
最
終
消
費
先
で
廃
棄
さ
れ
る
と
い
う
過
程
が
想
定
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
国
段
階
で
書
印
貢
進
物
の
墨
書
・
国
印
が
意
味
を
持
つ
と
す
れ
ば
、
貢
進
を
明
示
す
る
と
い
う
点
に
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

本
質
的
に
は
中
央
で
こ
そ
墨
書
・
国
印
が
機
能
し
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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２

書
印
貢
進
物
の
検
収
・
管
理
・
出
納

調
庸
物
墨
書
銘
や
荷
札
木
簡
な
ど
貢
進
物
史
料
は
、
従
来
よ
り
貢
進
物
の
勘
検
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
貢
進

物
史
料
が
ど
の
段
階
の
勘
検
を
主
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
た
か
と
い
う
議
論
こ
そ
あ
っ
た
が
、
中
央
に
お
け
る
検
収
に
も
用
い
ら
れ
た
で
あ
ろ

う
と
い
う
点
で
、
諸
説
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
き
た
。

こ
れ
に
対
し
て
今
津
氏
は
、
①
中
央
の
検
収
は
種
類
と
数
量
の
チ
ェ
ッ
ク
の
み
が
行
わ
れ
、
個
々
の
貢
納
者
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
、
②
逆

に
調
皆
随
近
条
の
書
式
は
、
種
類
・
数
量
の
項
目
が
無
い
一
方
、
貢
納
者
ま
で
の
記
載
を
義
務
づ
け
て
い
る
、
③
最
後
ま
で
残
さ
れ
る
付
札
は
、

途
中
で
抜
き
取
ら
れ
な
い
わ
け
だ
か
ら
、
こ
の
札
に
は
検
収
機
能
が
認
め
ら
れ
な
い
、
と
い
っ
た
問
題
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
荷
札
木
簡
を
、

最
後
ま
で
残
さ
れ
る
「
貢
納
付
札
」
と
、
途
中
で
抜
き
取
り
な
が
ら
検
収
等
に
用
い
る
「
検
収
付
札
」
に
分
類
し
、
調
庸
物
墨
書
銘
と
「
貢
納

付
札
」
を
天
皇
に
対
し
て
貢
納
を
表
示
す
る
「
題
記
物
」
と
結
論
す
る
。

確
か
に
、
法
制
上
復
原
さ
れ
る
民
部
・
大
蔵
省
で
の
検
収
は
、
種
類
と
数
量
の
総
量
確
認
に
と
ど
ま
る
。
ま
た
実
際
の
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら

大
量
の
調
庸
物
が
集
ま
る
中
で
、
物
実
と
荷
札
木
簡
等
を
一
つ
一
つ
チ
ェ
ッ
ク
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
中
央
に
お
け
る
貢
進

物
検
収
に
関
す
る
限
り
、
書
印
貢
進
物
や
荷
札
木
簡
は
あ
ま
り
機
能
し
て
い
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
法
制
上
規
定
さ
れ
た
も

の
だ
け
が
、
律
令
国
家
諸
官
司
の
業
務
で
は
な
い
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。
そ
も
そ
も
律
令
に
は
、
荷
札
木
簡
の
作
成
・
添
付
に
関
す
る
法
的

義
務
自
体
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
史
料
こ
そ
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
収
納
さ
れ
た
物
実
の
管
理
や
出
納
な
ど
の
作
業
で
、
物
実
に

付
さ
れ
た
種
類
や
数
量
、
貢
進
年
月
と
い
っ
た
個
別
デ
ー
タ
が
利
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
ま
た
、
責
任
の
所
在
を

明
確
に
す
る
た
め
に
も
、
貢
進
者
の
所
属
や
個
人
名
の
明
記
が
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
貢
進
物
を
最
終
的
に
支
給
さ
れ
て
消
費

し
た
、
諸
々
の
官
司
や
官
人
の
管
理
・
出
納
作
業
で
も
、
同
様
な
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
実
務
に
お
い
て
用

い
ら
れ
る
付
札
は
、
最
終
消
費
段
階
ま
で
物
実
と
密
着
し
て
い
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
で
、
む
し
ろ
最
後
ま
で
残
さ
れ
る
方
が
自
然
で
あ
る

（
33
）

- 28 -

と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
書
印
貢
進
物
の
墨
書
や
最
後
ま
で
残
さ
れ
る
荷
札
木
簡
は
、
中
央
に
お
け
る
諸
々
の
事
務
や
管
理
作
業
に
お
い

て
も
必
要
と
さ
れ
、
機
能
し
て
い
た
と
考
え
る
。

ま
た
、
本
稿
の
視
角
か
ら
は
、
荷
札
木
簡
を
「
貢
納
付
札
」
と
「
検
収
付
札
」
に
分
類
し
、
前
者
と
書
印
貢
進
物
が
同
じ
機
能
を
有
し
て
い

た
と
い
う
結
論
に
も
疑
問
を
感
じ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
第
一
章
で
み
た
よ
う
に
、「
貢
納
付
札
」
と
「
検
収
付
札
」
の
差
異
よ
り
も
、
荷
札
木
簡

全
体
と
書
印
貢
進
物
と
の
間
に
あ
る
違
い
の
方
が
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
両
者
の
機
能
に
つ
い
て
も
、
ひ
と
ま
ず
別
個
に
検
討
を

加
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
荷
札
木
簡
と
は
異
な
る
書
印
貢
進
物
独
自
の
機
能
に
つ
い
て
試
論
を
提
示
し
て
み
た

い
。

(2)

貨
幣
機
能
に
関
す
る
試
論

１

繊
維
製
品
の
貨
幣
機
能

前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
書
印
貢
進
物
の
機
能
に
は
、
検
収
・
管
理
・
出
納
と
い
っ
た
実
務
に
用
い
ら
れ
る
側
面
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
れ
が
書
印
貢
進
物
の
機
能
の
全
て
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
機
能
だ
け
な
ら
ば
、
荷
札
木
簡
で
充
分
に
用
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
複
数
作
成
し
使
用
で
き
る
こ
と
、
物
実
と
の
分
離
・
装
着
が
容
易
で
あ
る
こ
と
、
木

簡
そ
れ
自
体
を
カ
ー
ド
と
し
た
作
業
が
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
む
し
ろ
木
簡
の
方
が
有
利
あ
る
い
は
合
理
的
と
思
わ
れ
る
面
も
少
な
く
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
書
印
貢
進
物
の
場
合
は
、
賦
役
令
に
特
別
に
書
式
が
規
定
さ
れ
、
そ
れ
に
従
っ
て
実
物
な
い
し
包
紙
に
墨
書
し
て
国
印
を
押

す
と
い
う
、
他
の
〔
貢
進
物
＋
荷
札
〕
と
は
異
な
る
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
荷
札
木
簡
に
見
ら
れ
な
い
印
と
い
う
要
素
は
、
書
印
貢
進
物

が
荷
札
に
は
無
い
機
能
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
、
実
物
な
ど
に
墨
書
・
押
印
さ
れ
る
と
い
う
点
は
、
そ
れ
が
物
品
と
切
り
離
し
て
は
機
能
し
得

な
い
、
し
た
が
っ
て
物
実
と
密
着
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

ま
た
、
調
皆
随
近
条
の
適
用
範
囲
も
、
書
印
貢
進
物
が
そ
の
対
象
物
の
性
格
や
機
能
と
有
機
的
に
関
連
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
同
条
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が
規
定
し
た
対
象
物
は
調
正
物
で
あ
る
が
、
正
倉
院
に
伝
来
す
る
実
例
か
ら
見
る
と
、
庸
布
や
商
布
・
交
易
布
な
ど
他
の
貢
進
種
目
に
も
及
ん

で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
逆
に
、
綾
製
品
で
あ
る
史
料
７
の
場
合
は
押
印
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
綾
・
錦
・
羅
と
い
っ
た
高
級
織
物
に
は

適
用
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
調
皆
随
近
条
の
適
用
範
囲
は
、
税
目
で
は
柔
軟
な
運
用
が
な
さ
れ
る
一
方
、
品
目
は
絹
・
ዝ�
・
布
・
糸
・
綿

に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
、
書
印
貢
進
物
を
分
析
す
る
場
合
、
対
象
と
な
っ
た
物
品
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
不
可
欠

な
要
素
に
な
る
と
い
え
よ
う
。

書
印
貢
進
物
の
対
象
物
と
な
っ
た
絹
・
ዝ�
・
布
・
糸
・
綿
は
、
日
本
古
代
に
お
い
て
、
比
較
的
広
く
生
産
さ
れ
て
い
た
繊
維
製
品
で
あ
る
。

こ
れ
ら
一
般
的
な
繊
維
製
品
は
、衣
料
や
調
度
品
の
素
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
ほ
か
に
、貨
幣
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
書
印
貢
進
物
が
独
自
の
機
能
を
有
し
て
い
た
な
ら
ば
、
こ
の
う
ち
の
貨
幣
機
能
に
関
係
し
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
律
令
国
家
が
単
な
る
繊
維
素
材
―
実
物
と
し
て
貢
納
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
他
の
貢
進
物
と
何
ら
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
あ

え
て
実
物
に
墨
書
・
押
印
し
た
意
味
が
見
出
し
難
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
書
印
貢
進
物
の
貨
幣
機
能
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て

み
た
い
。

ま
ず
、
繊
維
製
品
そ
の
も
の
に
貨
幣
機
能
を
認
め
得
る
か
否
か
が
問
題
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
通
説
と
い
え
る
の
は
、
栄
原
永
遠
男
氏

の
見
解
で
あ
る
。
栄
原
氏
は
布
の
貨
幣
機
能
に
つ
い
て
、
(A)
銭
貨
の
価
値
を
公
定
す
る
際
に
布
で
示
し
た
こ
と
（
『
続
日
本
紀
』
和
銅
五
年
十

二
月
辛
丑
条
）、
(B)
衛
士
等
や
役
民
の
「
食
」
に
使
わ
れ
る
庸
が
布
で
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
支
給
さ
れ
た
布
で
食
料
を
入
手

し
た
か
、
布
を
換
算
上
の
基
準
と
し
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
、
(C)
調
布
が
銅
購
入
の
価
直
に
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
（
「
天
平
宝
字
四

年
造
金
堂
所
解
」
『
大
日
本
古
文
書
』
二
五
―
三
一
九
・
四
―
四
七
一
）、
(D)
調
布
や
商
布
が
器
仗
の
製
作
料
に
充
て
ら
れ
て
お
り
（
『
続
日
本

紀
』
天
平
五
年
閏
三
月
壬
辰
条
）
、
こ
れ
は
布
で
材
料
を
購
入
し
た
か
、
必
要
物
資
の
価
値
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
と
い
っ
た
事
例
を

挙
げ
て
、
調
・
庸
布
を
含
め
た
布
の
貨
幣
機
能
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
だ
し
栄
原
氏
は
、「
布
帛
」
や
「
稲
米
」
全
体
が
貨
幣
的
機
能
を
持
っ
て
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い
た
の
で
は
な
く
、
布
と
穎
稲
が
貨
幣
で
あ
っ
た
と
い
う
限
定
的
な
見
方
を
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
栄
原
氏
の
見
解
に
従
え
ば
、
布
以
外

の
繊
維
製
品
は
貨
幣
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
書
印
貢
進
物
の
貨
幣
機
能
も
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
栄
原
氏
の
見
解
も
含
め
て
従
来
の
研
究
史
に
は
、
二
つ
の
点
で
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。
一
つ
は
、
古
代
の
貨
幣
を
定
義
す
る
際

に
、
貨
幣
が
有
す
る
多
様
な
機
能
の
う
ち
、
特
定
の
機
能
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
貨
幣
物
在
の
種
類
・
範
囲
を
狭

く
捉
え
る
傾
向
が
生
じ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
古
代
の
貨
幣
シ
ス
テ
ム
総
体
に
対
す
る
視
野
を
欠
く
点
で
あ
る
。
栄
原
氏
の
研

究
も
、
銭
貨
導
入
の
前
史
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
色
彩
が
強
く
、
銭
貨
導
入
後
の
総
体
的
な
貨
幣
体
系
と
、
そ
の
中
で
各
種
の
貨
幣
が
ど
の

よ
う
に
使
い
分
け
ら
れ
、
機
能
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
追
究
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
ず
貨
幣
の
定
義
で
あ
る
が
、
一
般
に
日
本
古
代
史
に
お
い
て
は
、
交
換
手
段
と
し
て
の
流
通
の
度
合
い
や
、
多
様
な
財
貨
や
サ
ー
ビ
ス
の

価
値
尺
度
を
示
す
等
価
性
が
、
貨
幣
認
定
の
指
標
と
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
貨
幣
に
は
、
①
交
換
手
段
、
②
支
払
手
段
、
③
蓄
蔵
手

段
、
④
価
値
尺
度
（
計
算
手
段
）
と
い
っ
た
機
能
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
支
払
手
段
等
を
含
め
た
全
て
の
機
能
を
視
野
に
入
れ
て
、
貨
幣
の

範
囲
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
場
合
、
二
通
り
の
考
え
方
が
で
き
よ
う
。
一
つ
は
、
こ
れ
ら
の
貨
幣
機
能
を
全
て
備
え
た
物
在

の
み
を
貨
幣
と
す
る
見
方
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
考
え
方
は
、
こ
れ
ら
の
機
能
の
う
ち
一
種
類
で
も
備
え
て
お
り
、
そ
れ
が
そ
の
社
会
な
り
地

域
な
り
に
お
い
て
一
般
的
に
通
用
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
物
在
を
貨
幣
と
し
て
認
め
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
全
機
能
を
有
し
、
な
お
か
つ
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
通
用
し
た
貨
幣
＝
万
能
貨
幣
が
、
日
本
古
代
に
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
結
論

か
ら
述
べ
る
と
、
そ
の
よ
う
な
貨
幣
物
在
は
日
本
古
代
に
存
在
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
誰
も
が
貨
幣
と
認
め
る
で
あ
ろ
う

銭
貨
に
し
て
も
、
そ
の
機
能
や
用
途
の
限
定
性
か
ら
は
免
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
国
際
交
易
に
お
い
て
、
日
本
が
発
行
し
た
銭
貨
は
通
用
せ
ず
、

律
令
国
家
が
そ
れ
を
意
図
し
て
い
た
可
能
性
も
な
い
。
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
日
本
の
支
払
手
段
と
な
っ
た
の
は
、「
買
新
羅
物
解
」
に
見
え
る
絹
・

ዝ�
・
糸
・
綿
で
あ
り
、
大
宰
府
周
辺
で
流
通
が
確
認
さ
れ
る
地
金
の
銀
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
蓄
銭
叙
位
法
の
施
行
か
ら
は
、
銭
貨
の
機
能
が
律

（
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令
国
家
の
意
図
し
た
水
準
に
達
し
て
お
ら
ず
、
富
の
蓄
積
手
段
と
し
て
の
機
能
を
政
策
的
に
刺
激
し
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
貨
幣
と
し
て
用
い

ら
れ
な
か
っ
た
状
況
が
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
皇
朝
十
二
銭
を
も
っ
て
銭
貨
発
行
が
中
断
す
る
と
い
う
点
は
、
律
令
国
家
の
強
力
な
意
思
と
政

策
を
背
景
と
し
な
け
れ
ば
、
日
本
古
代
の
銭
貨
が
存
立
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
万
能
貨
幣
の
み
が
貨
幣

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
銭
貨
も
ま
た
貨
幣
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
日
本
古
代
に
貨
幣
は
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
極
論

に
陥
る
ほ
か
な
い
。

こ
の
点
か
ら
、
日
本
古
代
の
貨
幣
に
つ
い
て
は
、
よ
り
柔
軟
な
見
方
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
栄
原
氏
が
除
外
し
た

布
以
外
の
繊
維
類
で
も
、
絹
・
ዝ�
・
糸
・
綿
は
国
際
交
易
の
支
払
手
段
に
な
っ
て
い
る
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
官
人
俸
禄
の
主
要
な
支
払
手
段

と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
俸
禄
を
受
け
取
っ
た
官
人
た
ち
に
し
て
も
、
繊
維
製
品
だ
け
で
生
活
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
そ
れ
を
交
換
手

段
・
支
払
手
段
と
し
て
、
多
様
な
物
資
や
サ
ー
ビ
ス
を
入
手
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
つ
ま
り
、
布
と
同
様
に
絹
・
ዝ�
・
糸
・
綿
も
貨
幣

機
能
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
栄
原
氏
は
、
穎
稲
以
外
の
穀
・
米
が
貨
幣
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
論
を
展
開
し
て

い
る
も
の
の
、
布
以
外
の
繊
維
製
品
に
貨
幣
機
能
が
無
か
っ
た
と
い
う
論
拠
は
示
し
て
い
な
い
。
そ
の
穀
・
米
の
貨
幣
機
能
に
つ
い
て
も
三
上

喜
孝
氏
の
指
摘
が
あ
り
、
や
は
り
穎
稲
と
ほ
ぼ
同
様
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
絹
・
ዝ�
・
布
・
糸
・
綿
と
い
っ
た
一
般
的
な
繊
維
類
や
、
稲
米
類
・
金
属
類
に
も
貨
幣
機
能
を
認
め
た
場
合
、
貨
幣
体
系
総
体
は
ど

う
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

栄
原
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
銭
貨
に
は
、
携
帯
性
や
耐
久
性
、
等
価
性
、
分
割
・
合
成
の
自
由
性
な
ど
貨
幣
と
し
て
有
利
な
点
が
多
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
銭
貨
が
持
つ
相
対
的
な
有
利
性
と
し
て
存
在
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
銭
貨
が
他
の
貨
幣
と
区
別

さ
れ
る
の
は
、
貨
幣
専
門
の
物
在
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
専
門
性
と
い
う
特
徴
は
、
貨
幣
と
し
て
の
純
粋
性
を
示
す

も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
他
の
貨
幣
の
存
在
を
否
定
す
る
も
の
に
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
専
門
貨
幣
と
い
え
ど
も
全
機
能
を
獲
得
し
て
い
な
い

（
39
）

（
40
）
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以
上
、
他
の
貨
幣
物
在
の
存
在
が
不
可
欠
の
要
素
に
な
る
。
機
能
が
限
定
さ
れ
た
専
門
貨
幣
だ
け
で
は
貨
幣
体
系
が
成
り
立
た
な
い
か
ら
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
日
本
古
代
の
貨
幣
体
系
は
、
銭
貨
の
み
で
は
成
立
し
得
ず
、
繊
維
類
や
稲
米
類
、
金
属
類
な
ど
を
含
ん
だ
形
で
構
成
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
銭
貨
は
、
比
較
的
多
く
の
機
能
を
有
し
、
比
較
的
広
い
地
域
、
比
較
的
多
く
の
局
面
で
貨
幣
と
し
て
使
用
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
次
ぐ
の
が
布
や
穎
稲
で
あ
る
、
と
い
う
の
も
首
肯
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
相
対
的
な
割
合
の
問
題
に
す
ぎ
ず
、

本
質
的
に
日
本
古
代
に
は
多
様
な
貨
幣
物
在
が
存
在
し
た
。
そ
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
ら
を
自
在
に
組
み
合
わ
せ
た
貨
幣
体
系
が
形

成
さ
れ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

２

繊
維
貢
進
物
の
貨
幣
機
能

次
に
、
繊
維
製
品
の
中
で
も
、
調
庸
物
な
ど
と
し
て
収
取
さ
れ
る
も
の
に
貨
幣
機
能
を
認
め
得
る
か
否
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
調
・
庸
布

に
貨
幣
機
能
を
認
め
た
栄
原
説
に
対
し
て
は
、
(1)
調
・
庸
布
の
価
値
が
国
・
地
域
ご
と
に
異
な
っ
て
お
り
、
全
国
的
な
等
価
性
が
認
め
ら
れ
な

い
、(2)
造
東
大
寺
司
は
大
半
が
直
接
的
な
需
要
品
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
て
お
り
、
律
令
国
家
財
政
が
調
・
庸
布
を
中
心
に
運
営
さ
れ
て
い
な
い
、

(3)
調
・
庸
布
も
ま
た
地
域
の
特
産
物
で
あ
り
、
流
通
経
済
が
未
発
達
な
社
会
の
状
態
に
規
定
さ
れ
た
律
令
国
家
財
政
は
、
こ
の
よ
う
な
実
物
貢

納
経
済
に
よ
っ
て
運
用
さ
れ
た
、
と
い
う
狩
野
久
氏
の
批
判
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
狩
野
氏
の
見
解
に
対
し
て
今
津
氏
は
、
①
調
・
庸
布
は
、

全
国
的
な
市
場
の
等
価
物
と
し
て
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
国
家
の
支
払
手
段
と
し
て
創
出
さ
れ
た
こ
と
、
②
直
接
需
要
品
収
取
制
度
は

日
本
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、
唐
に
も
存
在
し
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
。
筆
者
も
、
(1)
の
問
題
は
、
調
・
庸
布
が
有
す
る
支
払
手
段
ほ

か
の
機
能
ま
で
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
日
本
古
代
社
会
の
流
通
経
済
が
未
発
達
で
あ
り
、
律
令
国
家
財
政
が
実
物
を
中

心
に
運
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
調
・
庸
布
が
全
く
の
地
域
特
産
物
で
あ
り
、
律
令
国
家

が
そ
の
貨
幣
機
能
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
狩
野
氏
は
貨
幣
な
ら
ば
そ
れ
を
主
と
し
て
財
政
が
運
用

さ
れ
る
は
ず
と
す
る
が
、
流
通
経
済
に
よ
っ
て
多
様
な
必
要
物
資
を
調
達
で
き
な
い
以
上
、
調
・
庸
布
が
貨
幣
で
あ
る
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、

（
41
）

（
42
）
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実
物
を
中
心
に
収
取
・
分
配
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
実
物
貢
納
が
主
で
あ
っ
た
と
い
う
点
か

ら
は
、
調
・
庸
布
が
実
物
と
し
て
収
取
さ
れ
た

の
か
、
あ
る
い
は
貨
幣
と
し
て
扱
わ
れ
た
の
か

を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

問
題
と
す
べ
き
課
題
は
、
律
令
国
家
が
調
・

庸
布
の
貨
幣
機
能
を
認
識
ま
た
は
意
図
し
て
い

た
か
否
か
、
そ
し
て
調
・
庸
布
を
貨
幣
と
し
て

使
用
し
た
か
否
か
と
い
う
点
に
存
在
す
る
。
先

に
掲
げ
た
栄
原
氏
の
論
拠
(B)
・
(C)
・
(D)
の
事

例
は
、
布
を
価
値
尺
度
や
計
算
手
段
、
支
払
手

段
と
し
て
用
い
て
お
り
、
律
令
国
家
が
調
・
庸

布
を
貨
幣
と
し
て
も
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
表

し
て
い
る
。
ま
た
財
政
上
の
問
題
で
は
、
収
入

面
に
お
け
る
調
銭
制
の
施
行
と
、
官
人
俸
禄
の

一
部
を
銭
貨
に
切
り
替
え
た
支
出
制
度
の
改
訂

が
、
調
庸
制
に
関
わ
る
繊
維
貨
幣
と
銭
貨
の
互

表１ 天平宝字二年九月「布施可給経師等注文」に見える布施の支給内訳

支 給 内 訳

美濃ዝ� 白 ዝ� 調 綿 庸 綿

(疋別 600 文) (疋別 750 文) (屯別 70 文) (屯別 65 文)
銭経師

布施

(文)

数量 相当額 数量 相当額 数量 相当額 数量 相当額 支給額

① 山口子虫 1592 1 750 4 280 5 325 237

② 廣田廣濱 1727 1 750 7 455 522

③ 十市倭万呂 3436 1 600 2 1500 10 650 686

④ 田上嶋成 1943 1 750 13 845 348

⑤ 廣田毛人 4141 1 600 3 2250 10 650 641

⑥ 引田枚成 2390 2 1500 7 455 435

⑦ 秦晏子 2377 2 1500 7 455 422

⑧ 秦太草 2537 2 1500 10 650 387

⑨ 三嶋鹿養 1560 1 750 7 455 355

⑩ 小治田人公 780 7 455 325

⑪ 栗前咋万呂 2414 2 1500 7 455 459

⑫ 安子石勝 2940 3 2250 5 325 365

⑬ 蝮王部乙山 1350 1 750 7 455 145

⑭ 万昆嶋主 2390 2 1500 8 520 370
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換
性
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

加
え
て
、
絹
・
ዝ�
・
布
・
糸
・
綿
が
、
銭
貨
と
と
も
に
律
令
国
家
の
主
要
な
支
払
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
位
禄
・
季
禄
・
節
禄
な
ど
の
官
人
俸
禄
は
、
ほ
と
ん
ど
が
こ
れ
ら
の
繊
維
貨
幣
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
良
い
。
そ
し
て
、

そ
の
繊
維
貨
幣
の
大
半
が
、
調
庸
制
な
ど
を
通
じ
て
全
国
か
ら
収
取
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
異
論
が
な
か
ろ
う
。

特
に
、
天
平
宝
字
二
年
九
月
の
「
布
施
可
給
経
師
等
注
文
」（『
大
日
本
古
文
書
』
一
四
―
一
八
四
～
一
八
七
）
に
見
え
る
布
施
支
給
状
況
（
表

１
）
は
、
そ
の
具
体
的
な
支
払
方
法
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
写
経
量
に
ほ
ぼ
比
例
す
る
総
支
給
額
が
、
ま
ず
銭
貨
の
単
位
で
示
さ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
計
算
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
貨
幣
は
明
ら
か
に
銭
貨
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ざ
支
払
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、

銭
と
全
く
同
等
な
扱
い
で
ዝ�
と
綿
が
登
場
す
る
。
こ
こ
に
、
支
払
手
段
と
し
て
機
能
す
る
時
、
銭
貨
と
繊
維
貨
幣
と
の
違
い
が
物
在
の
相
異
に

す
ぎ
ず
、
両
者
が
一
つ
の
貨
幣
体
系
を
構
成
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
点
は
、
総
支
給
額
が
同
じ
「
二
貫
三
九
〇
文
」
で
あ
っ
た

⑥
引
田
枚
成
と
⑭
万
昆
嶋
主
の
間
で
、
支
給
内
訳
の
組
み
合
わ
せ
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
史
料
に
「
調
綿
」
と
「
庸
綿
」
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
調
庸
制
に
よ
っ
て
収
取
さ
れ
た
綿
が
支
払
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
分
か
る
。「
美
濃
ዝ�
」
も
、
そ
の
価
格
か
ら
見
て
賦
役
令
調
絹
ዝ�
条
に
見
え
る
特
産
物
―
美
濃
広
ዝ�
と
は
考
え
難
い
が
、
産
地
が
判
明

す
る
こ
と
か
ら
書
印
貢
進
物
で
あ
り
、
律
令
国
家
財
政
よ
り
支
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
調
庸
制
等
に
よ
っ
て
収
取
さ
れ
る
絹
・
ዝ�
・
布
・
糸
・
綿
は
、
律
令
国
家
の
様
々
な
場
面
で
支
払
手
段
と
し
て
行
使
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
が
課
題
と
す
る
書
印
貢
進
物
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
こ
の
律
令
国
家
に
貢
納
さ
れ
る
絹
・
ዝ�
・
布
・
糸
・
綿
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
貨
幣
機
能
が
備
わ
っ
て
い
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
実
物
貢
納
の
面
だ
け
で
は
〔
貢
進
物
＋
荷
札
〕
と
の

間
に
あ
る
差
異
性
を
説
明
し
難
い
以
上
、
墨
書
・
押
印
お
よ
び
そ
れ
が
特
別
に
規
定
さ
れ
た
意
味
と
、
貨
幣
機
能
の
関
連
性
を
検
討
す
る
余
地

は
充
分
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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３

書
印
貢
進
物
の
貨
幣
機
能

書
印
貢
進
物
の
墨
書
と
国
印
が
、
繊
維
貢
進
物
の
貨
幣
機
能
に
関
係
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
注
目
さ
れ
る
の
は
繊
維
貨
幣
の
「
弱
点
」
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
調
庸
制
等
を
通
じ
て
収
取
し
た
繊
維
貨
幣
に
何
ら
問
題
が
無
か
っ
た
の
な
ら
ば
、
や
は
り
特
別
な
規
定
・
書
式
を
必
要
と

し
た
意
味
を
見
出
し
難
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
繊
維
貨
幣
に
は
律
令
国
家
が
行
使
す
る
貨
幣
と
し
て
何
ら
か
の
欠
点
が
あ
り
、
そ
れ

を
補
う
意
味
で
墨
書
・
押
印
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。

貨
幣
と
し
て
の
布
の
欠
点
に
つ
い
て
栄
原
氏
は
、
(a)
分
割
・
合
成
の
不
自
由
さ
、
(b)
耐
久
面
で
の
問
題
、
(c)
価
値
の
格
差
、
(d)
価
値
の
変

動
、
(e)
多
様
性
、
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
繊
維
製
品
全
般
に
共
通
す
る
か
ら
、
絹
・
ዝ�
・
糸
・
綿
に
つ
い
て
も
、

同
様
な
問
題
を
内
包
し
て
い
た
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。

ま
ず
、
(a)
分
割
・
合
成
面
の
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
繊
維
貨
幣
単
体
で
は
解
決
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
特
殊
な
用
途
を
除
い
て
、
繊
維

素
材
は
一
定
量
ま
と
ま
っ
た
形
で
初
め
て
意
味
を
持
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
り
、
繊
維
貨
幣
は
、
そ
の
繊
維
素
材
と
し
て
の
価
値
を
基
礎
と
し
て

成
立
す
る
貨
幣
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
繊
維
貨
幣
は
、
大
雑
把
な
単
位
で
の
分
割
・
合
成
し
か
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
こ
の
問
題
は
、
繊
維
貨
幣
と
銭
貨
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
貨
幣
体
系
を
形
成
す
る
こ
と
で
、
発
展
的
に
解
消
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
銭
貨
は
、

小
単
位
の
分
割
・
合
成
面
で
利
便
性
を
有
す
る
反
面
、
一
括
大
量
の
取
り
扱
い
と
な
る
と
、
一
転
し
て
携
帯
・
保
管
・
計
量
な
ど
の
面
で
不
利

に
な
る
。
つ
ま
り
、
繊
維
貨
幣
と
銭
貨
は
ち
ょ
う
ど
反
対
の
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
両
者
は
互
い
に
補
い
あ
っ
て
一
つ
の
貨
幣
体
系
を
形
作
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
実
際
に
表
１
か
ら
は
、
ዝ�
が
高
額
貨
幣
の
役
割
を
果
た
し
、
綿
が
ዝ�
と
銭
貨
の
間
を
埋
め
る
単
位
と
し
て

機
能
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。
栄
原
氏
と
は
異
な
っ
て
、
筆
者
が
絹
・
ዝ�
・
糸
・
綿
な
ど
に
も
貨
幣
機
能
を
認
め
よ
う
と
す
る
の
は
、

こ
の
よ
う
に
数
種
類
の
繊
維
貨
幣
と
銭
貨
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
、
初
め
て
総
体
的
な
貨
幣
体
系
が
機
能
し
た
と
見
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
、
(c)
価
値
の
格
差
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
日
本
古
代
に
お
い
て
繊
維
製
品
の
価
値
格
差
は
、
(e)
多
様
性
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
考
え
ら
れ

（
43
）

（
44
）
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表２ 繊維製品の価格

品種 国 製品 価格(文) 取引形態 年月日 史料 収載

絹 備中 長絹 800 院中平章売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

白ዝ� A 750 売 天平宝字２年９月８日 奉写経所布施奉請文案 大日古 14-53～54

白ዝ� B 800 院中平章売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

白ዝ� C 750 院中平章売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331
三河

白ዝ� D 730 院中平章売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

遠江 ዝ� 646 院中平章売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

常陸 ዝ� 630 院中平章売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

ዝ� A 650 買 天平宝字２年10月20日 東大寺写経所間銭下帳 大日古14-201～204
近江

ዝ� B 650 買 天平宝字２年11月７日 大般若経并先後経料銭用帳 大日古14-235～238

ዝ� A 600 布施 天平宝字２年９月 布施可給経師等注文 大日古14-184～187

ዝ� B 600 布施 天平宝字２年９月 布施可給経師等注文 大日古14-184～187美濃

ዝ� C 655 院中平章売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

下野 ዝ� 620 院中平章売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

越前 ዝ� 635 院中平章売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

ዝ� A 700 院中平章売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

ዝ� B 680 院中平章売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

ዝ� C 1100 沽価 天平宝字６年３月 21日 石山院禄物班給注文 大日古 5-145～146
丹波

ዝ� D 1050 沽価 天平宝字６年３月 21日 石山院禄物班給注文 大日古 5-145～146

ዝ� A 670 院中平章売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331
但馬

ዝ� B 669 院中平章売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

ዝ� A 615 院中平章売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331
因幡

ዝ� B 614 院中平章売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

備中 ዝ� 630 院中平章売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

安芸 ዝ� 660 院中平章売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

ዝ�

讃岐 ዝ� 660 院中平章売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

不明 国交糸 120 院中売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

伊賀 調糸 140 院中売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

調糸 A 150 院中売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331
糸

伊予
調糸 B 140 院中売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

但馬 庸綿 65 院中売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

庸綿 66 院中売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331
因幡

商綿 50 院中売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

石見 調綿 70 売 天平宝字２年９月８日 奉写経所布施奉請文案 大日古 14-53～54

綿

西海道 調綿 67 院中売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

相模 調ዝ�布 270 売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

武蔵 布 350 沽価 天平宝字６年３月 21日 石山院禄物班給注文 大日古 5-145～146

細布 A 360 買 天平宝字２年10月20日 東大寺写経所間銭下帳 大日古14-201～204

細布 B 360 買 天平宝字２年11月７日 大般若経并先後経料銭用帳 大日古14-235～238上総

調望ዝ�布 400 売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

下総 布 350 市沽価 天平年中 河村福物進上状 大日古 24-560

常陸 調布 310 売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

布 A 330 市沽価 天平年中 河村福物進上状 大日古 24-560
信濃

布 B 360 沽価 天平宝字６年３月 21日 石山院禄物班給注文 大日古 5-145～146

下野 布 320 市沽価 天平年中 河村福物進上状 大日古 24-560

布

陸奥 調布 270 売 天平宝字５年？ 造寺雑物請用帳 大日古25-307～331

価格の基準単位：絹・ዝ�＝１疋，布＝１端，糸＝１ዝ�，綿＝１屯
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る
。
一
つ
に
は
、
絹
・
ዝ�
・
布
・
糸
・
綿
と
い
っ
た
数
種
類
の
品
目
が
あ
る
。
ま
た
同
じ
品
目
で
も
、
産
地
・
税
目
・
品
種
に
よ
る
区
別
が
な

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
細
か
な
価
値
格
差
も
発
生
し
て
い
る
。

表
２
は
、
産
地
と
価
格
が
判
明
す
る
繊
維
製
品
に
つ
い
て
、
単
位
当
た
り
の
価
格
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
表
２
の
デ
ー
タ

は
、
年
次
が
異
な
る
も
の
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
や
、
売
・
平
章
売
・
買
・
沽
価
・
布
施
と
い
っ
た
取
引
形
態
に
よ
り
バ
イ
ア
ス
の
か
か
り
方

の
違
い
が
想
定
さ
れ
る
な
ど
、
単
純
に
は
比
較
で
き
な
い
。
そ
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
の
は
天
平
宝
字
五
年
頃
の
「
造
寺
雑
物
請
用
帳
」
の
デ

ー
タ
で
あ
る
。
年
次
こ
そ
は
っ
き
り
し
な
い
も
の
の
、
一
つ
の
史
料
か
ら
多
く
の
産
地
・
品
種
別
価
格
が
判
明
す
る
。「
院
中
平
章
売
」
と
い
う

取
引
形
態
や
、
六
四
六
文
（
遠
江
ዝ�
）・
六
六
九
文
（
但
馬
ዝ�
）・
六
一
四
文
（
因
幡
ዝ�
）・
六
六
文
（
因
幡
庸
綿
）
・
六
七
文
（
西
海
道
調
綿
）

と
い
っ
た
半
端
な
価
格
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
市
場
要
素
を
価
格
形
成
の
動
因
と
す
る
実
勢
価
値
に
近
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま

ず
こ
の
史
料
に
見
え
る
価
格
差
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

「
造
寺
雑
物
請
用
帳
」
に
見
え
る
ዝ�
の
場
合
、
最
も
高
価
な
の
は
三
河
白
ዝ�
の
八
〇
〇
文
、
最
安
値
は
因
幡
ዝ�
の
六
一
四
文
と
な
る
。
前
者

は
後
者
の
一
・
三
倍
も
の
値
が
つ
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
白
ዝ�
と
い
う
品
種
が
主
た
る
要
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
通
常
の
ዝ�
で
見
た
場
合
、

最
高
値
は
丹
波
ዝ�
の
七
〇
〇
文
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
価
格
差
は
一
・
一
五
倍
ま
で
圧
縮
す
る
。
次
に
糸
で
あ
る
が
、
調
糸
は
産
地
に
関
わ
り

な
く
一
四
〇
～
一
五
〇
文
と
ほ
ぼ
一
定
し
て
お
り
、
む
し
ろ
国
交
糸
一
二
〇
文
と
い
う
税
目
に
よ
る
価
格
差
が
目
を
引
く
。
こ
れ
は
綿
に
も
当

て
は
ま
り
、
調
庸
綿
に
は
六
五
～
六
七
文
と
ほ
と
ん
ど
価
格
差
が
な
い
一
方
、
商
綿
の
み
が
五
〇
文
と
飛
び
抜
け
て
安
い
。
布
の
場
合
は
最
も

価
格
差
が
大
き
く
、
上
総
望
ዝ�
布
の
四
〇
〇
文
と
、
相
模
ዝ�
布
・
陸
奥
布
の
二
七
〇
文
の
間
に
は
、
一
・
五
倍
近
い
開
き
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

賦
役
令
調
絹
ዝ�
条
に
見
え
る
望
ዝ�
布
の
評
価
が
ず
ば
抜
け
て
高
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
の
望
ዝ�
布
を
除
外
す
る
と
、
や
は
り
価

格
差
は
一
・
一
五
倍
以
内
に
お
さ
ま
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
単
位
当
た
り
の
価
格
差
は
何
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
品
種
の
場
合
に
典
型
的
に
認
め
ら
れ
る
よ
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う
に
、
品
質
の
差
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
グ
ラ
フ
１
～
４
は
、
産
地
別
の
価
格
と
品
質
の
対
応
関
係
を
見
る
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

品
質
に
つ
い
て
は
、
布
目
順
郎
氏
が
正
倉
院
に
伝
来
す
る
繊
維
類
に
つ
い
て
調
査
し
た
デ
ー
タ
を
利
用
し
た
。
価
格
は
、
ዝ�
の
場
合
は
厳
密
に

比
較
す
る
た
め
に
「
造
寺
雑
物
請
用
帳
」
の
デ
ー
タ
の
み
を
、
布
は
同
一
史
料
で
比
較
で
き
る
ケ
ー
ス
が
無
い
の
で
、
や
や
問
題
は
残
る
が
複

数
の
史
料
を
用
い
た
。
な
お
グ
ラ
フ
の
例
数
が
少
な
い
の
は
、
史
料
に
価
格
が
見
え
る
産
地
と
、
品
質
調
査
デ
ー
タ
が
あ
る
産
地
が
な
か
な
か

重
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

グ
ラ
フ
１
は
、
蚕
糸
と
価
格
の
関
係
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
断
面
完
全
度
は
、
数
値
が
大
き
い
ほ
ど
糸
の
断
面
が
真
円
に
近
い
状
態
を
示

し
て
い
る
。
蚕
糸
は
、
断
面
が
真
円
に
近
い
ほ
ど
、
あ
る
い
は
断
面
積
が
大
き
い
ほ
ど
糸
の
品
質
が
良
い
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
グ
ラ
フ
１
か
ら

は
、
そ
の
品
質
と
価
格
が
対
応
し
て
い
る
状
況
が
見
て
取
れ
よ
う
。
ま
た
グ
ラ
フ
２
は
、
ዝ�
の
織
成
密
度
と
価
格
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
密
度
が
高
い
ほ
ど
品
質
が
高
く
、
こ
の
面
で
も
価
格
と
の
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

グ
ラ
フ
３
・
４
で
は
、
同
様
に
布
に
つ
い
て
グ
ラ
フ
化
し
た
。
麻
糸
の
場
合
は
細
い
方
が
良
い
品
質
と
な
る
の
で
、
グ
ラ
フ
３
で
は
上
に
行

く
ほ
ど
細
く
な
る
よ
う
、
糸
幅
の
数
値
軸
を
逆
転
し
て
い
る
。
武
蔵
布
の
非
対
応
が
気
に
な
る
が
、
あ
と
は
ほ
ぼ
品
質
と
価
格
の
対
応
関
係
が

認
め
ら
れ
よ
う
。
武
蔵
布
の
場
合
は
、
あ
る
い
は
太
い
糸
を
用
い
て
、
経
緯
と
も
同
じ
密
度
で
織
り
上
げ
る
あ
た
り
に
、
別
の
尺
度
の
価
値
が

生
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
布
の
品
質
で
注
目
さ
れ
る
の
は
上
総
細
布
の
例
で
、
糸
の
細
さ
、
そ
し
て
織
成
密
度
、
い
ず
れ
を
と
っ
て
も
飛

び
抜
け
て
い
る
。
望
ዝ�
布
を
含
め
、
上
総
国
に
お
け
る
製
布
技
術
の
水
準
が
高
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
税
目
に
よ
っ
て
も
品
質
の
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
布
目
氏
に
よ
る
と
、
布
の
品
質
は
良
好
な
も
の
か
ら
、
①
上

総
国
の
調
細
布
・
調
ዝ�
布
、
②
調
布
・
調
庸
布
・
庸
布
、
③
交
易
布
・
商
布
、
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
、

「
造
寺
雑
物
請
用
帳
」
か
ら
見
て
取
れ
る
価
格
グ
ル
ー
プ
、
(1)
白
ዝ�
・
上
総
望
ዝ�
布
・
上
総
細
布
、
(2)
一
般
的
な
調
庸
物
、
(3)
国
交
糸
・
商

綿
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
。

（
45
）

（
46
）
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こ
の
よ
う
に
同
じ
品
目
で
も
、
産
地
・
税
目
・
品
種
の
違
い
か
ら
発
生
す
る
品
質
に
基
づ
い
て
、
単
位
当
た
り
の
価
値
に
格
差
が
生
じ
て
い

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
税
目
等
に
よ
る
分
量
の
相
異
が
、
価
値
格
差
の
多
段
階
性
に
拍
車
を
か
け
た
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば

一
口
に
調
・
庸
布
と
い
っ
て
も
、
令
制
で
は
調
布
＝
五
丈
二
尺
（
二
丁
合
成
）・
京
畿
内
調
布
＝
一
丈
三
尺
・
庸
布
＝
二
丈
六
尺
、
養
老
元
年
制

で
は
調
庸
布
＝
四
丈
二
尺
（
調
庸
合
成
）・
庸
布
＝
二
丈
八
尺
（
二
丁
合
成
）
と
長
さ
に
違
い
が
存
在
し
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
価
値
格
差
が
生

じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
市
場
交
換
時
に
お
け
る
細
か
な
価
格
格
差
が
、
律
令
国
家
の
貨
幣
と
し
て
行
使
さ
れ
る
際
に
も
反
映
さ
れ
た
で

あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
は
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
律
令
国
家
の
支
払
等
に
用
い
る
繊
維
貨
幣
の
価
値
は
、

公
定
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
官
人
俸
禄
等
の
支
給
に
あ
た
っ
て
、
市
場
に
お
け
る
細
か
な
価
値
の
格
差
や
変
動
が
考
慮

さ
れ
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
今
津
氏
は
、
端
布
や
常
布
が
市
場
の
中
か
ら
自
生
し
た
の
で
は
な
く
、
国
家
が
作
り
出
し
、
国
家
が

流
通
を
保
証
し
た
貨
幣
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
繊
維
貨
幣
の
公
定
価
値
の
段
階
は
、
市
場
に
見
ら
れ
る
ほ
ど

細
分
化
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
、
表
１
に
見
ら
れ
る
繊
維
貨
幣
の
価
値
格
差
が
、
ዝ�
の
場
合
で
五
〇
文
ず
つ
、
綿
の
場

合
は
五
文
ご
と
と
い
う
数
値
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
傍
証
さ
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
官
司
や
官
人
等
へ
の
支
給
は
も
ち
ろ
ん
、
少
な
く
と
も

官
司
・
官
人
が
使
用
す
る
段
階
ま
で
は
、
こ
の
公
定
価
値
で
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、
律
令
国
家
が
関
与
し
な
い
市
場
取
引
な
ど

の
場
面
に
到
達
す
る
と
、
品
質
や
需
給
関
係
そ
の
他
の
要
素
に
よ
っ
て
、
よ
り
細
か
な
価
値
の
格
差
が
生
じ
始
め
る
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
そ
の
市
場
要
素
に
よ
る
価
格
形
成
も
、
あ
ま
り
過
大
に
評
価
す
べ
き
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
日
本
古
代
社
会
に
お
い
て
は
、
市

場
を
媒
介
と
す
る
流
通
経
済
が
未
発
達
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
限
定
さ
れ
た
市
場
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
価

格
形
成
が
経
済
全
体
に
与
え
る
影
響
も
、
極
め
て
小
さ
か
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
そ
れ
で
も
価
値
の
多
段
階
性
は
払
拭
し
き
れ
な
い
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
ず
大
分
類
と
し
て
、
絹
・
ዝ�
・
布
・
糸
・
綿
と
い

（
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っ
た
品
目
別
の
価
値
格
差
が
あ
る
。
次
に
、
産
地
・
税
目
と
密
接
に
関
連
す
る
品
質
に
よ
っ
て
、
(1)
白
ዝ�
・
上
総
望
ዝ�
布
・
上
総
細
布
な
ど
の

高
品
位
品
、
(2)
一
般
的
な
調
庸
物
、
(3)
国
交
糸
・
商
綿
と
い
っ
た
低
品
位
品
、
に
分
け
ら
れ
る
中
分
類
が
想
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
中
に

も
、
表
１
の
調
綿
と
庸
綿
の
格
差
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
小
分
類
が
存
在
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
公
定
価
値
の
設
定
と
そ
の
多
段
階
性
か
ら
、
繊
維
貨
幣
を
律
令
国
家
が
収
取
・
使
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
三
つ
の
課
題
が
浮

上
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

第
一
に
、
そ
の
繊
維
貨
幣
が
、
律
令
国
家
か
ら
公
定
価
値
を
付
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
初
め
て
他
の
繊
維
貨
幣
と
区
別
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
律
令
国
家
が
「
発
行
」
し
た
貨
幣
と
し
て
識
別
で
き
な
け
れ
ば
、
公

定
価
値
自
体
の
意
味
が
無
く
な
り
、
ひ
い
て
は
官
司
や
官
人
の
交
換
手
段
や
支
払
手
段
と
し
て
安
定
性
を
欠
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
全

体
と
し
て
墨
書
や
押
印
に
は
、
こ
の
公
定
価
値
を
付
与
さ
れ
た
繊
維
貨
幣
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
機
能
が
、ま
ず
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
同
じ
価
値
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
繊
維
貨
幣
の
品
質
を
、
で
き
る
限
り
均
質
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

一
定
の
品
質
範
囲
を
確
保
で
き
な
け
れ
ば
、
公
定
価
値
の
設
定
自
体
が
難
し
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
定
の
品
質
を
確
保
・
維
持
す

る
た
め
に
は
、
貢
進
者
や
、
貢
進
物
の
勘
検
を
行
う
国
・
郡
の
責
任
を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賦
役
令
調
皆
随
近
条
に
見
え
る
「
国

郡
里
戸
主
姓
名
」
と
い
う
記
入
義
務
は
、
こ
の
責
任
を
負
わ
せ
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
項
目
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
調
皆
随
近
条

に
こ
そ
見
え
な
い
が
、「
今
行
事
」
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
専
当
国
司
・
郡
司
の
明
記
は
、
官
人
単
位
ま
で
そ
の
責
任
を
明
確

化
す
る
方
策
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

第
三
の
課
題
は
、
払
拭
し
き
れ
な
い
そ
の
多
段
階
性
を
、
貨
幣
体
系
の
中
で
区
別
・
明
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
多
段
階
性

そ
れ
自
体
の
問
題
は
、
表
１
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
単
位
当
た
り
の
価
値
格
差
を
利
用
し
た
貨
幣
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
吸
収
さ
れ

た
と
見
ら
れ
る
。
確
か
に
複
雑
に
は
な
る
が
、
自
在
な
組
み
合
わ
せ
が
で
き
る
な
ど
、
貨
幣
と
し
て
必
ず
し
も
不
利
な
こ
と
ば
か
り
で
は
な
い
。
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問
題
は
、
そ
の
繊
維
貨
幣
が
、
ど
の
価
値
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
か
を
区
別
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
品
目

や
品
種
は
、
そ
の
も
の
自
体
に
よ
る
識
別
が
容
易
で
あ
る
か
ら
、
あ
ま
り
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
品
種
・
品
質
と
密
接
に
関
わ

る
産
地
の
識
別
が
課
題
に
な
る
。
こ
の
点
で
も
、「
国
郡
里
戸
主
姓
名
」
の
墨
書
は
意
味
を
持
っ
て
く
る
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
や
は
り
調
皆

随
近
条
に
見
え
な
い
が
、
実
例
に
多
く
認
め
ら
れ
る
税
目
・
品
種
・
寸
法
な
ど
の
記
入
は
、
こ
れ
ら
の
多
様
化
に
よ
っ
て
、
当
初
よ
り
も
多
く

の
価
値
段
階
が
生
じ
た
結
果
、
利
便
性
を
求
め
て
追
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
項
目
と
解
釈
で
き
よ
う
。

最
後
に
、
(d)
価
値
の
変
動
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
二
つ
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
(b)
耐
久
面
の
問
題
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
る
も
の

で
、
要
す
る
に
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
品
質
の
劣
化
が
進
む
こ
と
に
伴
っ
て
貨
幣
価
値
も
下
落
す
る
。
も
う
一
つ
は
市
場
交
換
の
場
で
起
こ

る
価
値
変
動
、
す
な
わ
ち
需
給
バ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
市
場
要
素
を
原
因
と
す
る
価
値
変
動
は
、
小
規
模
と
は
い
え
市
場
交
換
が
行
わ
れ
る
限
り
避
け
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
日
本
古
代

史
に
お
い
て
こ
れ
を
問
題
に
す
る
場
合
に
は
、
二
つ
の
点
で
注
意
を
要
す
る
。
第
一
に
、
流
通
経
済
が
未
発
達
な
日
本
古
代
社
会
に
お
い
て
、

市
場
交
換
の
影
響
を
過
大
に
評
価
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
実
際
に
、
官
人
俸
禄
が
固
定
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
律
令
国
家
は
市
場
の
動

向
と
は
無
関
係
に
支
払
手
段
を
行
使
し
た
。
ま
た
第
二
の
問
題
は
、
布
等
の
価
値
変
動
と
し
て
見
え
る
現
象
は
、
銭
貨
と
の
間
で
起
き
て
い
る

相
対
的
な
変
化
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
栄
原
氏
は
、
天
平
一
七
（
七
四
五
）
～
天
平
勝
宝
元
（
七
四
九
）
年
に
一
端
＝
三
四
〇
文
・
二
八

五
文
で
あ
っ
た
調
布
が
、
天
平
宝
字
四
（
七
六
〇
）
年
に
三
一
〇
文
・
二
七
〇
文
・
二
四
〇
文
と
や
や
下
が
り
、
逆
に
、
天
平
宝
字
六
（
七
六

二
）
年
に
は
四
五
〇
文
に
達
し
た
と
い
う
例
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
時
に
栄
原
氏
は
、
天
平
宝
字
四
年
三
月
に
発
行
さ
れ
た
万
年
通
宝

の
供
給
量
が
増
え
た
こ
と
に
、
飢
饉
や
疫
病
の
流
行
、
藤
原
仲
麻
呂
の
乱
が
あ
い
ま
っ
て
、
物
価
が
急
上
昇
し
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
天
平
宝
字
四
年
以
降
に
お
け
る
布
の
価
格
高
騰
は
、
主
因
が
銭
貨
の
側
に
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
、
布
自
体
の
価
値

変
動
と
は
い
え
な
い
。
諸
物
価
と
と
も
に
布
の
価
格
が
上
昇
し
た
の
な
ら
ば
、こ
の
時
貨
幣
と
し
て
安
定
し
て
い
た
の
は
布
の
方
な
の
で
あ
る
。

（
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）

（
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こ
の
点
か
ら
、
律
令
国
家
の
強
引
な
諸
政
策
―
高
め
の
公
定
価
値
や
流
通
促
進
政
策
、
新
貨
発
行
な
ど
に
よ
っ
て
変
動
が
著
し
か
っ
た
銭
貨
に

比
べ
て
、
む
し
ろ
繊
維
貨
幣
の
変
動
の
方
が
少
な
か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
律
令
国
家
に
お
い
て
繊
維
貨
幣
の
価
値
変
動
が
問
題
と
な
る
の
は
、
品
質
劣
化
に
伴
う
価
値
の
下
落
に
あ
っ
た
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
二
つ
の
対
策
が
必
要
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
一
に
、
保
有
す
る
繊
維
貨
幣
の
出
納
管
理
で
あ
る
。
端

的
に
言
え
ば
、
劣
化
す
る
前
に
支
払
手
段
と
し
て
行
使
し
た
り
、
古
い
順
に
使
用
し
た
り
す
る
、
そ
の
た
め
の
管
理
で
あ
る
。
ま
た
第
二
に
、

時
間
の
経
過
に
よ
る
品
質
劣
化
と
価
値
下
落
は
避
け
ら
れ
な
い
に
し
て
も
、
そ
れ
を
織
り
込
ん
だ
価
値
基
準
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
二
つ
の
対
策
を
実
行
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
繊
維
貨
幣
が
い
つ
生
産
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を
常
に
把
握
、
確
認
す
る
必
要

が
生
じ
る
。
し
か
し
、
品
種
や
分
量
と
違
っ
て
生
産
時
期
は
、
実
物
を
手
に
取
っ
て
い
く
ら
観
察
・
計
量
し
て
も
、
確
か
な
こ
と
は
分
か
ら
な

い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
時
期
を
示
す
何
ら
か
の
記
録
が
必
要
に
な
ろ
う
。
調
皆
随
近
条
は
、
書
印
貢
進
物
に
最
低
限
記

入
す
べ
き
項
目
の
一
つ
と
し
て
「
年
月
日
」
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
年
月
日
は
、
穴
説
に
「
国
勘
記
二

国
印
一

之
日
」
と
あ
る
の
で
必
ず
し
も
生

産
年
月
日
で
は
な
い
が
、
生
産
時
期
の
一
応
の
目
安
に
は
な
る
し
、
何
よ
り
も
国
に
よ
る
勘
検
が
そ
の
保
証
に
な
る
と
い
う
点
か
ら
重
視
さ
れ

た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

迂
遠
な
論
述
と
な
っ
た
が
、
以
上
の
点
か
ら
、
調
皆
随
近
条
に
規
定
さ
れ
た
墨
書
項
目
は
、
律
令
国
家
が
、
収
取
し
た
繊
維
製
品
を
貨
幣
と

し
て
用
い
る
際
に
最
低
限
必
要
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
残
さ
れ
た
問
題
は
、
な
ぜ
実
物
に
墨
書
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
な
ぜ
国
印

を
押
印
す
る
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
貨
幣
に
常
に
つ
き
ま
と
う
偽
造
の
問
題
か
ら
明
解
に
解
釈
で
き
る
。

書
印
貢
進
物
の
偽
造
に
は
、
①
記
載
物
品
の
す
り
替
え
、
②
墨
書
内
容
の
改
竄
、
③
繊
維
貢
進
物
の
偽
造
、
と
い
う
方
法
が
あ
り
得
る
。
①
・

②
の
ケ
ー
ス
を
考
え
る
と
、
荷
札
木
簡
の
採
用
は
、
全
く
も
っ
て
論
外
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
な
ぜ
な
ら
、
荷
札
木
簡
は
作
成
も
、

そ
し
て
実
物
と
の
分
離
・
装
着
も
極
め
て
容
易
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
木
簡
の
場
合
、
墨
書
を
削
っ
て
内
容
を
改
竄
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
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る
。
こ
の
す
り
替
え
・
改
竄
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
実
物
と
墨
書
が
全
く
分
離
で
き
ず
、
か
つ
墨
書
自
体
を
書
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
法

を
採
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
実
務
処
理
の
面
で
合
理
的
な
荷
札
方
式
で
は
な
く
、
あ
え
て
、
物
品
自
体
を
損
な
う
可
能
性
も

あ
る
実
物
墨
書
方
式
を
採
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
②
改
竄
や
③
偽
造
を
防
ぐ
た
め
に
必
要
に
な
る
の
が
国
印
で
あ
る
。
繊
維
製
品
自
体
や
、
墨
・
筆
・
硯
な
ら
ば
比
較
的
入
手
し
や
す

い
。
し
た
が
っ
て
、
墨
書
貢
進
物
な
ら
ば
偽
造
は
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
印
と
な
る
と
そ
う
は
い
か
な
い
。
し
か
も
、
国
印
を
押
す
こ
と

で
、
墨
書
部
分
を
裁
断
す
る
方
法
で
の
改
竄
も
で
き
な
く
な
る
。
書
印
貢
進
物
の
国
印
は
、
墨
書
内
容
に
間
違
い
が
な
い
こ
と
や
、
偽
造
・
改

竄
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
保
証
・
明
示
す
る
機
能
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

よ
く
考
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
絹
・
ዝ�
・
布
の
場
合
は
「
両
頭
」
に
、
糸
・
綿
は
「
ዝ�
」
に
墨
書
押
印
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
点
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
絹
・
ዝ�
・
布
は
、
裁
断
し
て
悪
用
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
な
る
。
ま
た
、
こ
の
点
か
ら
、
糸
・
綿
の
「
ዝ�
」
は
単
に

包
め
ば
良
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
形
で
密
封
さ
れ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
中
身
が
抜
き
取
ら
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
貨
幣
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
間
は
密
封
さ
れ
た
状
態
で
流
通
し
、
開
封
さ
れ
る
と
、
律
令
国
家
が

発
行
し
た
繊
維
貨
幣
と
し
て
は
通
用
し
な
く
な
る
、
と
い
う
使
用
形
態
が
推
定
さ
れ
る
。
第
二
章
に
お
い
て
、
綿
を
繊
維
素
材
と
し
て
消
費
す

る
段
階
に
な
っ
て
、
初
め
て
書
印
包
紙
が
解
か
れ
た
と
推
定
し
た
の
は
、
こ
の
た
め
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
墨
書
・
国
印
・
実
物
が
一
体
に
な
っ
た
書
印
貢
進
物
の
本
質
的
な
機
能
は
、
律
令
国
家
が
支
払
手
段
等
と
し
て
行
使

す
る
貨
幣
機
能
に
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
で
、
史
料
５
～
７
の
よ
う
な
国
印
が
押
さ

れ
て
い
な
い
墨
書
貢
進
物
と
の
違
い
も
明
瞭
に
な
る
。
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
史
料
５
・
６
に
見
え
る
芥
子
に
、
貨
幣
機
能
は
全

く
想
定
し
得
な
い
。
ま
た
、
史
料
７
の
物
実
は
、
同
じ
繊
維
製
品
で
も
綾
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
綾
・
錦
・
羅
な
ど
は
、
特
殊
な
織
機

と
織
成
技
術
を
必
要
と
す
る
高
級
絹
織
物
で
、
高
級
衣
料
や
調
度
品
に
用
い
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
は
も
ち
ろ
ん
、
流
通
ル
ー
ト
や
消
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費
先
も
極
め
て
限
ら
れ
て
い
た
し
、
出
回
る
量
も
少
な
い
。
そ
し
て
、
貢
進
さ
れ
た
製
品
の
支
給
先
は
ほ
ぼ
決
め
ら
れ
て
お
り
、
用
途
も
消
費

財
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
絹
織
物
で
も
綾
等
は
貨
幣
機
能
が
無
い
、
あ
る
い
は
律
令
国
家
が
そ
れ
を
意
図
し
て
い
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
史
料
７
に
は
、
墨
書
さ
れ
て
も
、
押
印
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
の
課
題
は
、
従
来
「
調
庸
物
墨
書
銘
」
等
と
呼
ば
れ
、
か
つ
書
式
や
記
載
内
容
を
中
心
に
検
討
さ
れ
て
き
た
資
料
群
を
、
墨
書
・
押
印

さ
れ
た
貢
進
物
＝
「
墨
書
押
印
貢
進
物
」
と
し
て
捉
え
直
し
、
そ
の
機
能
に
つ
い
て
再
検
討
を
加
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

第
一
章
で
は
、
書
印
貢
進
物
と
荷
札
木
簡
と
の
間
に
は
、
①
書
印
貢
進
物
の
場
合
、
墨
書
・
押
印
が
賦
役
令
調
皆
随
近
条
に
規
定
さ
れ
、
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
荷
札
木
簡
に
は
独
自
の
法
的
根
拠
が
存
在
し
な
い
、
②
国
印
を
押
印
す
る
対
象
物
品
は
厳
密
に
区
別
さ
れ

て
い
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
荷
札
木
簡
に
は
国
印
が
必
要
と
さ
れ
な
か
っ
た
、
③
荷
札
木
簡
の
作
成
段
階
に
は
、
国
郡
そ
の
他
と
い
っ
た

多
様
性
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
書
印
貢
進
物
の
墨
書
・
押
印
は
一
律
に
国
段
階
の
作
業
と
し
て
行
わ
れ
た
、
と
い
う
三
つ
の
点
で
相
異

が
あ
り
、
無
前
提
に
両
者
の
機
能
を
同
一
の
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
指
摘
し
た
。

ま
た
第
二
章
で
は
、
調
皆
随
近
条
に
は
見
え
る
も
の
の
、
現
存
し
な
い
と
さ
れ
て
き
た
書
印
包
紙
の
復
原
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
正
倉
院

伝
来
の
紙
箋
は
、
①
縦
の
寸
法
が
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
一
尺
で
あ
る
こ
と
、
②
国
印
が
切
り
飛
ば
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
こ
と
、
②
字
軸
や
紙
の
向

き
が
傾
く
例
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
書
印
包
紙
を
二
次
加
工
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
そ
し
て
紙
箋
は
、
④
国
印
の
機
能
が
必
要

と
さ
れ
な
く
な
っ
て
か
ら
二
次
加
工
を
受
け
た
こ
と
、
⑤
伝
来
過
程
や
形
態
か
ら
正
倉
院
な
ど
倉
庫
の
物
品
管
理
用
の
付
札
と
し
て
使
用
さ
れ

た
と
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
書
印
包
紙
の
形
態
で
東
大
寺
等
に
入
り
、
後
に
必
要
に
応
じ
て
加
工
・
使
用
さ
れ
た
と
考
え
た
。

第
三
章
で
は
、
以
上
の
基
礎
的
考
察
を
踏
ま
え
て
、
書
印
貢
進
物
の
機
能
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
ま
ず
第
一
節
で
は
、
繊
維
製
品
に
関
す
る
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一
般
的
な
荷
札
が
出
土
し
な
い
こ
と
か
ら
、
書
印
貢
進
物
は
、
検
収
・
管
理
・
出
納
な
ど
の
実
務
に
用
い
ら
れ
る
荷
札
木
簡
の
機
能
を
も
包
摂

し
て
い
た
と
考
え
、
そ
の
作
成
過
程
や
機
能
を
検
討
し
た
。
書
印
貢
進
物
の
本
体
は
郡
レ
ベ
ル
の
専
門
工
房
で
集
中
生
産
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

物
実
を
専
当
国
司
が
巡
行
に
よ
っ
て
検
校
し
た
後
に
、
国
段
階
に
お
い
て
練
・
染
が
施
さ
れ
、
墨
書
・
押
印
す
る
と
い
う
調
製
過
程
が
想
定
さ

れ
る
。
こ
の
点
か
ら
書
印
貢
進
物
の
墨
書
・
国
印
は
基
本
的
に
中
央
に
お
い
て
機
能
し
た
の
で
あ
り
、
法
制
上
明
確
な
規
定
は
見
出
し
が
た
い

も
の
の
、
荷
札
木
簡
と
同
様
に
検
収
・
管
理
・
出
納
な
ど
の
実
務
に
用
い
ら
れ
た
側
面
が
あ
る
と
推
定
し
た
。

ま
た
第
二
節
で
は
、
実
物
に
墨
書
す
る
こ
と
や
国
印
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
ど
が
、
先
の
実
務
用
資
料
と
し
て
の
機
能
だ
け
で
は
説
明
し
き

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
書
印
貢
進
物
の
独
自
か
つ
本
質
的
な
機
能
が
他
に
あ
る
と
考
え
、
書
印
貢
進
物
の
貨
幣
機
能
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
。

ま
ず
、
前
提
と
し
て
書
印
貢
進
物
の
本
体
で
あ
る
絹
・
ዝ�
・
布
・
糸
・
綿
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
繊
維
製
品
が
貨
幣
と
し
て
の
機

能
を
有
す
る
こ
と
、
調
庸
制
な
ど
を
通
じ
て
収
取
さ
れ
た
繊
維
製
品
は
律
令
国
家
の
支
払
手
段
等
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
、
繊
維
貨
幣
は

銭
貨
な
ど
と
共
に
日
本
古
代
の
貨
幣
体
系
を
形
作
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
論
じ
た
。
そ
し
て
そ
の
上
で
、
書
印
貢
進
物
の
墨
書
・
国
印
と
貨
幣

機
能
の
関
連
性
に
つ
い
て
、
特
に
繊
維
貨
幣
の
問
題
と
さ
れ
る
点
か
ら
検
討
を
加
え
た
。

そ
の
結
果
、
律
令
国
家
が
行
使
す
る
繊
維
貨
幣
に
は
、
①
公
定
価
値
を
付
与
さ
れ
た
関
係
上
、
他
の
繊
維
貨
幣
と
区
別
で
き
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
②
繊
維
貨
幣
に
は
品
質
等
の
違
い
に
基
づ
く
価
値
の
多
段
階
性
が
存
在
し
た
の
で
、
等
価
グ
ル
ー
プ
毎
の
品
質

を
一
定
の
範
囲
に
維
持
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
③
同
じ
く
価
値
の
多
段
階
性
に
よ
り
、
そ
の
繊
維
貨
幣
が
属
す
る
価
値
段
階
を
明
示
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
④
時
間
の
経
過
に
伴
っ
て
品
質
が
劣
化
す
る
繊
維
貨
幣
の
生
産
時
期
を
把
握
・
明
示
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、

と
い
っ
た
課
題
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
書
印
貢
進
物
の
墨
書
・
国
印
は
、
全
体
と
し
て
ま
ず
、
他
と
は
異
な
る
公
定
価
値

を
付
与
さ
れ
た
繊
維
貨
幣
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
た
。
ま
た
、「
国
郡
里
戸
主
姓
名
」
と
い
う
記
入
項
目
は
、

勘
検
官
司
を
含
む
責
任
所
在
の
明
記
と
、
見
た
目
で
は
分
か
ら
な
い
産
地
を
表
示
す
る
機
能
を
併
せ
持
っ
て
お
り
、「
年
月
日
」
の
記
入
は
、
繊
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維
貨
幣
の
生
産
時
期
を
把
握
・
明
示
す
る
必
要
性
か
ら
規
定
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
実
物
に
墨
書
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

と
、
国
印
を
必
要
と
し
た
こ
と
は
、
偽
造
防
止
の
観
点
か
ら
解
釈
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。

以
上
、
推
論
に
推
論
を
重
ね
た
感
も
あ
る
が
、
書
印
貢
進
物
の
本
質
的
な
機
能
が
荷
札
木
簡
と
は
異
な
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
は
貨
幣
機

能
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
残
さ
れ
た
問
題
も
多
い
。
第
一
に
、
日
本
古
代
の
総
体
的
な
貨
幣
体
系
に
関

す
る
問
題
が
あ
る
。
前
近
代
の
非
市
場
社
会
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
起
源
と
用
法
を
有
す
る
「
限
定
目
的
貨
幣
（lim

ited purpose 

m
oney

）」
が
存
在
し
、
そ
の
複
数
の
「
限
定
目
的
貨
幣
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
貨
幣
体
系
こ
そ
が
普
遍
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

既
に
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
指
摘
が
あ
る
。
律
令
国
家
成
立
後
の
日
本
古
代
社
会
も
、
広
い
意
味
で
は
非
市
場
社
会
の
範
疇
に
入
る
だ
ろ
う

か
ら
、
本
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
な
貨
幣
体
系
の
在
り
方
は
、
人
類
史
的
に
見
て
決
し
て
特
異
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
し
、
や
は
り
日
本

古
代
の
貨
幣
体
系
総
体
の
具
体
像
を
検
討
し
た
上
で
、
書
印
貢
進
物
を
位
置
づ
け
る
作
業
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
第
二
に
、
書
印
貢
進
物
や
貨
幣
体
系
に
つ
い
て
、
唐
制
と
の
比
較
も
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
唐
賦
役
令
の
「
書
印
」
規
定
に
つ
い
て

は
議
論
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
書
印
貢
進
物
の
実
例
は
確
認
さ
れ
、
日
本
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
唐
の
税
制
は
貨
幣
と
し
て
軽
貨
を
収

取
す
る
と
い
う
色
彩
が
よ
り
明
瞭
な
の
で
、
貨
幣
機
能
と
の
関
連
性
が
日
本
以
上
に
想
像
さ
れ
る
が
、
や
は
り
き
ち
ん
と
検
討
し
た
上
で
比
較

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
問
題
は
山
積
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
、
本
稿
は
ひ
と
ま
ず
擱
筆
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

註（
１
）
東
野
治
之
「
調
墨
書
銘
二
題
」（
『
続
日
本
紀
研
究
』
一
八
七
、
一
九

七
六
年
。
の
ち
『
正
倉
院
文
書
と
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
七
七
年

に
再
録
）。

（
２
）
同
時
期
に
弥
永
貞
三
氏
も
、
荷
札
木
簡
の
比
較
対
象
物
と
し
て
調
綿

紙
箋
を
取
り
上
げ
て
、
両
者
の
形
態
・
内
容
・
機
能
の
類
似
性
を
指
摘
し

（
50
）

（
51
）

（
52
）
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て
い
る
（
弥
永
貞
三
「
古
代
史
料
論
（
木
簡
）」（
第
三
回
岩
波
講
座
『
日

本
歴
史
』
別
巻
二
）
一
九
七
六
年
）。

（
３
）
今
泉
隆
雄
「
貢
進
物
付
札
の
諸
問
題
」（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編

『
研
究
論
集
』
Ⅳ
、
一
九
七
八
年
。
の
ち
『
古
代
木
簡
の
研
究
』
吉
川
弘

文
館
、
一
九
九
八
年
に
再
録
）。

（
４
）
東
野
治
之
「
古
代
税
制
と
荷
札
木
簡
」
（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
八
六
、
一

九
八
〇
年
。
の
ち
『
日
本
古
代
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
八
三
年
に

再
録
。）

（
５
）
今
津
勝
紀
「
調
庸
墨
書
銘
と
荷
札
木
簡
」（『
日
本
史
研
究
』
三
二
三
、

一
九
八
九
年
）。

（
６
）
寺
崎
保
広
「
木
簡
論
の
展
望
―
文
書
木
簡
と
荷
札
木
簡
」（
坪
井
清
足
・

平
野
邦
雄
監
修
、
木
下
正
史
・
石
上
英
一
編
『
新
版
古
代
の
日
本

一
〇

古
代
資
料
研
究
の
方
法
』
角
川
書
店
、
一
九
九
三
年
）。

（
７
）
明
石
一
紀
「
調
庸
の
人
身
別
輸
納
と
合
成
輸
納
―
木
簡
と
和
銅
六
年

格
」（
竹
内
理
三
編
『
伊
場
木
簡
の
研
究
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
一
年
）。

（
８
）
館
野
和
己
「
律
令
制
の
成
立
と
木
簡
―
七
世
紀
の
木
簡
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
木
簡
研
究
』
二
〇
、
一
九
九
八
年
）。

（
９
）
前
掲
註
（
７
）

（
10
）
本
文
に
掲
げ
た
三
例
の
他
に
、
全
文
が
残
存
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
国
印
が
認
め
ら
れ
な
い
例
が
、
少
な
く
と
も
七
例
あ
る
。
実
は
こ
れ

ら
の
税
目
・
品
目
は
、
調
（
庸
）
の
ዝ�
・
布
と
交
易
布
で
あ
り
、
な
ぜ
押

印
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
来
こ
れ
ら
の
品
目
が

調
皆
随
近
条
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
『
正
倉
院
寶

物
銘
文
集
成
』
は
墨
書
銘
の
部
分
拡
大
写
真
が
多
い
の
で
判
然
と
し
な
い

が
、
あ
る
い
は
残
存
状
況
に
関
係
し
て
国
印
が
確
認
で
き
な
い
も
の
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
（
亀
谷
弘
明
「
調
庸
ዝ�
布
墨
書
銘
と
徴
税
機
能
―
国
印

の
押
印
箇
所
を
手
が
か
り
に
―
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』

七
九
、
一
九
九
九
年
）
。
し
た
が
っ
て
、
留
保
付
き
で
は
あ
る
が
、
こ
れ

ら
の
例
は
特
殊
例
で
あ
る
と
み
な
し
て
お
き
た
い
。

（
11
）
前
掲
註
（
３
）

（
12
）
山
中
章
「
考
古
資
料
と
し
て
の
木
簡
」（『
木
簡
研
究
』
一
四
、
一
九

九
二
年
。
の
ち
「
行
政
運
営
と
木
簡
」
と
改
題
し
、
『
日
本
古
代
都
城
の

研
究
』
柏
書
房
、
一
九
九
七
年
に
再
録
。）

（
13
）
前
掲
註
（
３
）
の
補
記
（『
古
代
木
簡
の
研
究
』）。

（
14
）
前
掲
註
（
１
）

（
15
）
前
掲
註
（
３
）

（
16
）
前
掲
註
（
１
）

（
17
）
杉
本
一
樹
「
い
わ
ゆ
る
日
向
国
計
帳
に
つ
い
て
」
『
正
倉
院
紀
要
』

二
〇
、
一
九
九
八
年
。

（
18
）
史
料
９
は
、
和
田
軍
一
「
正
倉
院
の
調
庸
資
料
」（『
大
和
文
華
』
四
、

一
九
五
一
年
）。
史
料
13
は
、
前
掲
註
（
17
）。
ま
た
、
史
料
12
に
つ
い

て
は
正
倉
院
事
務
所
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
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（
19
）
東
野
治
之
「
鳥
毛
立
女
屏
風
下
貼
文
書
の
研
究
」（『
正
倉
院
文
書
と

木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
七
七
年
）。

（
20
）
杉
本
一
樹
「
正
倉
院
文
書
」
（
岩
波
講
座
『
日
本
通
史
』
第
四
巻
、

一
九
九
四
年
）。

（
21
）
平
野
邦
雄
「
大
宰
府
の
徴
税
機
構
」
（
竹
内
理
三
博
士
還
暦
記
念
会

編
『
律
令
国
家
と
貴
族
社
会
』）。

（
22
）
前
掲
註
（
１
）

（
23
）
前
掲
註
（
３
）

（
24
）
角
山
幸
洋
「
古
代
紡
織
具
の
構
造
と
調
庸
・
布
」（『
愛
泉
女
子
短
期

大
学
紀
要
』
二
、
一
九
六
七
年
）
。
狩
野
久
「
律
令
制
収
奪
と
人
民
」（『
日

本
史
研
究
』
九
七
、
一
九
六
八
年
。
の
ち
『
日
本
古
代
の
国
家
と
都
城
』

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
〇
年
に
再
録
）。

（
25
）
小
浜
市
教
育
委
員
会
『
岡
津
製
塩
遺
跡
』
一
九
八
〇
年
。

（
26
）
（
財
）
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
長
野
県
屋
代
遺
跡
群
出
土

木
簡
』
一
九
九
六
年
。

（
27
）
前
掲
註
（
26
）

（
28
）
例
え
ば
、
『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
に
は
、
遣
唐
使
の
一
員
と
し
て

「
射
手
某
」
と
い
っ
た
記
載
が
複
数
認
め
ら
れ
る
。

（
29
）
人
名
＝
布
手
で
は
な
い
と
す
る
と
、
こ
の
木
簡
か
ら
は
「
布
手
」
が

男
性
で
あ
る
か
、
女
性
で
あ
る
か
を
導
き
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
む
し

ろ
、
従
来
の
研
究
史
（
義
江
明
子
「
古
代
の
村
の
生
活
と
女
性
」
女
性
史

総
合
研
究
会
編
『
日
本
女
性
生
活
史

一

原
始･

古
代
』
東
京
大
学
出

版
会
、
一
九
九
〇
年
）
な
ど
）
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
女
性
が
織
布
作
業

に
従
事
し
て
い
た
可
能
性
は
依
然
と
し
て
高
い
と
思
わ
れ
る
。

（
30
）
前
掲
註
（
３
）
の
補
記
（『
古
代
木
簡
の
研
究
』）。

（
31
）
前
掲
註
（
４
）

（
32
）
前
掲
註
（
５
）

（
33
）
前
掲
註
（
５
）

（
34
）
栄
原
永
遠
男
「
和
同
開
珎
の
誕
生
」（
『
歴
史
学
研
究
』
四
一
六
、
一

九
七
五
年
。
の
ち
『
日
本
古
代
銭
貨
流
通
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九

三
年
に
再
録
）。

（
35
）
カ
ー
ル
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
著
、
玉
野
井
芳
郎
・
栗
本
慎
一
郎
訳
『
人
間

の
経
済
』
Ⅰ
、
岩
波
書
店
〔
特
装
版
岩
波
現
代
選
書
〕、
一
九
九
八
年
。

（
36
）
栄
原
永
遠
男
「
銭
貨
の
多
義
性
―
日
本
古
代
銭
貨
の
場
合
―
」
（
荒

野
泰
典
・
石
井
正
敏
・
村
井
章
介
編
『
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
史
』
Ⅲ
、
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
。
の
ち
「
日
本
古
代
銭
貨
の
国
際
的
位
置
」

と
改
題
し
、
『
日
本
古
代
銭
貨
流
通
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
三
年

に
再
録
）。

（
37
）
東
野
治
之
「
鳥
毛
立
女
屏
風
下
貼
文
書
の
研
究
」（『
史
林
』
五
七
―

六
、
一
九
七
四
年
。
の
ち
『
正
倉
院
文
書
と
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、
一

九
七
七
年
に
再
録
）。

（
38
）
田
中
史
生
「
筑
前
国
に
お
け
る
銀
の
流
通
と
国
際
交
易
」（『
古
代
交
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通
研
究
』
六
、
一
九
九
七
年
。
の
ち
、「「
帰
化
」
と
「
流
来
」
と
「
商
賈

之
輩
」
―
律
令
国
家
に
お
け
る
国
際
交
易
の
変
遷
過
程
―
」
と
し
て
改
稿

し
、
『
日
本
古
代
国
家
の
民
族
支
配
と
渡
来
人
』
校
倉
書
房
、
一
九
九
七

年
に
再
録
）。

（
39
）
三
上
喜
孝
「
庸
制
の
特
質
を
通
じ
て
み
た
古
代
現
物
貨
幣
論
―
古
代

流
通
経
済
に
お
け
る
東
と
西
―
」（『
史
学
雑
誌
』
一
〇
六
―
一
一
、
一
九

九
七
年
）。

（
40
）
前
掲
註
（
34
）

（
41
）
狩
野
久
「
律
令
財
政
の
機
構
」
（
第
三
回
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』

三
、
一
九
七
六
年
。
の
ち
『
日
本
古
代
の
国
家
と
都
城
』
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
九
〇
年
に
再
録
）
。

（
42
）
今
津
勝
紀
「
律
令
税
制
と
流
通
」
（
田
中
琢
・
金
関
恕
編
『
古
代
史

の
論
点
３

都
市
と
工
業
と
流
通
』
小
学
館
、
一
九
九
八
年
）。

（
43
）
前
掲
註
（
34
）

（
44
）
帙
二
料
用
と
し
て
、
緋
綾
ዝ�
三
尺
四
寸
・
紫
綾
ዝ�
五
尺
七
寸
・
黄
ዝ�

三
尺
四
寸
を
購
入
し
た
例
（「
写
経
司
解
」『
大
日
本
古
文
書
』
二
―
九
八
）

や
、
帙
二
枚
用
と
し
て
、
黒
紫
大
綾
三
尺
四
寸
・
緋
小
綾
五
尺
七
寸
を
買

っ
た
例
（「
帙
値
注
文
」『
大
日
本
古
文
書
』
二
〇
―
三
三
三
～
三
三
四
）

が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
経
帙
を
製
作
す
る
た
め
に
、
高
級
繊
維
素

材
を
必
要
な
分
量
だ
け
購
入
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
一
般
的
な
繊
維
製
品

の
取
引
形
態
を
示
す
も
の
と
は
な
ら
な
い
。

（
45
）
布
目
順
郎
「
正
倉
院
の
繊
維
類
に
つ
い
て
」『
書
陵
部
紀
要
』
二

六
、

一
九
七
四
年
。

（
46
）
前
掲
註
（
45
）

（
47
）
前
掲
註
（
42
）

（
48
）
前
掲
註
（
34
）

（
49
）
栄
原
永
遠
男
「
和
同
開
珎
の
流
通
」
（
町
田
章
・
鬼
頭
清
明
編
『
新

版

古
代
の
日
本
』
六
、
角
川
書
店
、
一
九
九
一
年
。
の
ち
『
日
本
古
代

銭
貨
流
通
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
三
年
に
再
録
）。

（
50
）
前
掲
註
（
35
）

（
51
）
仁
井
田
陞
著
・
池
田
温
編
『
唐
令
拾
遺
補
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一

九
九
七
年
。

（
52
）
前
掲
註
（
４
）


